
vPC の設定

この章では、Cisco NX-OSデバイス上で仮想ポートチャネル（vPC）を設定する方法を説明しま
す。

vPCピアリンクに Nexus 9000デバイスの任意のインターフェイスを使用できます。

ポートチャネルの互換性パラメータは、物理スイッチのすべてのポートチャネルメンバーで同

じである必要があります。

vPCの一部になるように共有インターフェイスを設定できません。

ポートチャネルの互換性パラメータは、両方のピアのすべての vPCメンバポートでも同じで
なければならないので、シャーシごとに同じタイプのモジュールを使用する必要があります。

（注）
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vPC について

vPC の概要
仮想ポートチャネル（vPC）は、物理的には 2台の異なる Cisco Nexus 9000シリーズデバイスに
接続されているリンクを、第3のデバイスには単一のポートに見えるようにします（図を参照）。
第 3のデバイスは、スイッチ、サーバ、ポートチャネルをサポートするその他の任意のネット
ワーキングデバイスのいずれでもかまいません。vPCは、ノード間の複数の並列パスを可能に
し、トラフィックのロードバランシングを可能にすることによって、冗長性を作り、バイセク

ショナルな帯域幅を増やすレイヤ 2マルチパスを提供できます。

図 1：vPC のアーキテクチャ

vPCで使用できるのは、レイヤ 2ポートチャネルだけです。vPCドメインは単一の仮想デバイス
コンテキスト（VDC）に関連付けられるため、同じ 1つの vPCドメインに所属するすべての vPC
インターフェイスが同一 VDC内で定義されていなければなりません。

ポートチャネルの設定は、次のいずれかを使用して行います。

•プロトコルなし

•リンク集約制御プロトコル（LACP）

LACPを使用せずに vPC（vPCピアリンクチャネルも含めて）のポートチャネルを設定する場合
は、各デバイスが、単一のポートチャネル内に最大 8つのアクティブリンクを持てます。LACP
を使用して vPC（vPCピアリンクチャネルも含めて）のポートチャネルを設定する場合は、各デ
バイスが、単一のポートチャネル内に 8つのアクティブリンクと 8つのスタンバイリンクを持
つことができます（LACPと vPCの使用の詳細については、「その他の機能との vPCの相互作
用」の項を参照）。
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vPCの機能を設定したり実行したりするには、まずvPC機能をイネーブルにする必要がありま
す。

（注）

システムはこの機能をディセーブルにする前のチェックポイントを自動的に取得するため、この

チェックポイントにロールバックできます。

vPC機能をイネーブルにしたら、ピアキープアライブリンクを作成します。このリンクは、2つ
の vPCピアデバイス間でのハートビートメッセージの送信を行います。

2つ以上の 10ギガビットイーサネットポートまたは 40ギガビットイーサネットポートを使用
することにより、1台の Cisco Nexus 9000シリーズシャーシでポートチャネルを設定して vPCピ
アリンクを作成できます。vPCをイネーブルにして実行するための正しいハードウェアが揃って
いることを確認にするには show hardware feature-capability コマンドを入力します。コマンド出
力で vPCの向かいにXが表示されている場合、そのハードウェアでは vPC機能をイネーブルにで
きません。

vPCピアリンクレイヤ 2ポートチャネルは、トランクとして設定することを推奨します。もう
1つの Cisco Nexus 9000シリーズシャーシで、再度 2つ以上の 10ギガビットイーサネットポー
トまたは 40ギガビットイーサネットポートを専用モードで使用して、もう 1つのポートチャネ
ルを設定します。これらの 2つのポートチャネルを接続すると、リンクされた 2つのCisco Nexus
デバイスが第 3のデバイスには 1つのデバイスとして見える vPCピアリンクが作成されます。第
3のデバイス、またはダウンストリームデバイスは、スイッチ、サーバ、vPCに接続された正規
のポートチャネルを使用するその他の任意のネットワーキングデバイスのいずれでもかまいませ

ん。正しいモジュールを使用していないと、システムからエラーメッセージが表示されます。

異なるモジュールの専用ポート上で vPCピアリンクを設定して、障害発生の可能性を下げること
をお勧めします。復元力を最適にしたい環境では、少なくとも 2つのモジュールを使用してくだ
さい。

すべての vPCピアリンクおよびコアに面したインターフェイスを 1つのモジュール上で設定しな
ければならない場合、コアへのレイヤ 3リンクに関連付けられているトラックオブジェクトおよ
び両方の vPCピアデバイス上の vPCピアリンク上のすべてのリンクを設定してください。いっ
たんこの機能を設定したら、プライマリ vPCピアデバイスに障害が発生した場合には、プライマ
リ vPCピアデバイス上のすべての vPCリンクを、システムが自動的に停止します。システムが安
定するまでは、このアクションにより、すべての vPCトラフィックが強制的にセカンダリ vPCピ
アデバイスに送られます。

トラックオブジェクトを作成し、コアおよび vPCピアリンクに接続されているプライマリ vPC
ピアデバイス上のすべてのリンクにそのオブジェクトを適用できます。track interfaceコマンド
に関する詳細情報については、『CiscoNexus 9000 Series NX-OSUnicast RoutingConfigurationGuide』
を参照してください。

vPCドメインには、両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリンク、vPCピアリン
ク、および vPCドメイン内にあってダウンストリームデバイスに接続されているすべてのポート
チャネルが含まれます。各デバイスに設定できる vPCドメイン IDは、1つだけです。

このバージョンでは、各ダウンストリームデバイスを、単一のポートチャネルを使用して単一の

vPCドメイン IDに接続できます。
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常にすべての vPCデバイスを両方の vPCピアデバイスに、ポートチャネルを使用して接続し
てください。

（注）

vPC（図を参照）には、次の利点があります。

•単一のデバイスが 2つのアップストリームデバイスを介して 1つのポートチャネルを使用
することを可能にします。

•スパニングツリープロトコル（STP）のブロックポートが不要になります。

•ループフリーなトポロジが実現されます。

•利用可能なすべてのアップリンク帯域幅を使用します。

•リンクまたはデバイスに障害が発生した場合に、ファーストコンバージェンスを提供しま
す。

•リンクレベルの復元力を提供します。

•ハイアベイラビリティが保証されます。

図 2：1 つの VDC 内の vPC インターフェイス

vPC の用語
vPCで使用される用語は、次のとおりです。
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• vPC：vPCピアデバイスとダウンストリームデバイスの間の結合されたポートチャネル。

• vPCピアデバイス：vPCピアリンクと呼ばれる特殊なポートチャネルで接続されている一
対のデバイスの 1つ。

• vPCピアリンク：vPCピアデバイス間の状態を同期するために使用されるリンク。両エンド
が 10ギガバイトイーサネットまたは 40ギガビットイーサネットインターフェイス上にな
くてはなりません。

• vPCメンバポート：vPCに属するインターフェイス。

•ホスト vPCポート：vPCに属するファブリックエクステンダのホストインターフェイス。

• vPCドメイン：このドメインには、両方の vPCピアデバイス、vPCピアキープアライブリ
ンク、vPC内にあってダウンストリームデバイスに接続されているすべてのポートチャネル
が含まれます。また、このドメインは、vPCグローバルパラメータを割り当てるために使用
する必要があるコンフィギュレーションモードに関連付けられています。

• vPCピアキープアライブリンク：ピアキープアライブリンクは、さまざまな vPCピア Cisco
Nexus 9000シリーズのデバイスをモニタします。ピアキープアライブリンクは、vPCピア
デバイス間での設定可能なキープアライブメッセージの定期的な送信を行います。

ピアキープアライブリンクを、各 vPCピアデバイス内のレイヤ 3インターフェイスにマッ
ピングされている独立した仮想ルーティングおよび転送（VRF）インスタンスに関連付ける
ことを推奨します。独立した VRFを設定しなかった場合は、デフォルトで管理 VRFが使用
されます。ただし、ピアキープアライブリンクに管理インターフェイスを使用する場合は、
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各vPCピアデバイスのアクティブ管理ポートとスタンバイ管理ポートの両方に接続した管理
スイッチを置く必要があります（図を参照）。

図 3：vPC ピアキープアライブリンクの管理ポートを接続するための独立したスイッチが必要

vPCピアキープアライブリンク上を移動するデータまたは同期トラフィックはありません。
このリンクを流れるトラフィックは、送信元スイッチが稼働しており、vPCを実行している
ことを知らせるメッセージだけです。

• vPCメンバポート：vPCに属するインターフェイス。

•デュアルアクティブ：プライマリとして動作する両方のvPCピア。この状況は、両方のピア
がまだアクティブなときにピアキープアライブとピアリンクがダウンした場合に発生しま

す。この場合、セカンダリ vPCはプライマリ vPCが動作しないと想定し、プライマリ vPC
として機能します。

•リカバリ：ピアキープアライブとピアリンクが起動すると、1台のスイッチがセカンダリ
vPCになります。セカンダリ vPCになるスイッチで、vPCリンクが停止してから復帰しま
す。
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vPC ピアリンクの概要
vPCピアとして持てるのは 2台のデバイスだけです。各デバイスが、他方の 1つの vPCピアに対
してだけ vPCピアとして機能します。vPCピアデバイスは、他のデバイスに対する非 vPCリンク
も持つことができます。

無効な vPCピア設定については、次の図を参照してください。

図 4：許可されていない vPC ピア設定

有効な設定を作成するには、まず各デバイス上でポートチャネルを設定してから、vPCドメイン
を設定します。ポートチャネルを各デバイスに、同じ vPCドメイン IDを使用してピアリンクと
して割り当てます。vPCピアリンクのインターフェイスの片方に障害が発生した場合に、デバイ
スが自動的にピアリンク内の他方のインターフェイスを使用するようにフォールバックするた

め、冗長性のために少なくとも 2つの専用ポートをポートチャネルに設定することを推奨しま
す。

レイヤ 2ポートチャネルをトランクモードで設定することを推奨します。（注）

多くの動作パラメータおよび設定パラメータが、vPCピアリンクによって接続されている各デバ
イスで同じでなければなりません（「vPCインターフェイスの互換パラメータ」の項を参照）。
各デバイスは管理プレーンから完全に独立しているため、重要なパラメータについてデバイス同

士に互換性があることを確認する必要があります。vPCピアデバイスは、個別のコントロールプ
レーンを持ちます。vPCピアリンクを設定し終えたら、各 vPCピアデバイスの設定を表示して、
設定に互換性があることを確認してください。

vPCピアリンクによって接続されている 2つのデバイスが、特定の同じ動作パラメータおよ
び設定パラメータを持っていることを確認する必要があります。必要な設定の一貫性の詳細に

ついては、「vPCインターフェイスの互換パラメータ」の項を参照してください。

（注）
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vPCピアリンクを設定すると、vPCピアデバイスは接続されたデバイスの一方がプライマリデバ
イスで、もう一方の接続デバイスがセカンダリデバイスであると交渉します（「vPCの設定」の
項を参照）。Cisco NX-OSソフトウェアは、最小のMACアドレスを使用してプライマリデバイ
スを選択します。特定のフェールオーバー条件の下でだけ、ソフトウェアが各デバイス（つまり、

プライマリデバイスおよびセカンダリデバイス）に対して異なるアクションを取ります。プライ

マリデバイスに障害が発生すると、システムの回復時にセカンダリデバイスが新しいプライマリ

デバイスになり、以前のプライマリデバイスがセカンダリデバイスになります。

どちらの vPCデバイスをプライマリデバイスにするか設定することもできます。vPCピアデバイ
スのプライオリティを変更すると、ネットワークでインターフェイスがアップしたりダウンした

りする可能性があります。1台の vPCデバイスをプライマリデバイスにするよう再度ロールプラ
イオリティを設定する場合は、プライオリティ値が低いプライマリ vPCデバイスと値が高いセカ
ンダリ vPCデバイスの両方でロールプライオリティを設定します。次に、shutdownコマンドを
入力して、両方のデバイスで vPCピアリンクであるポートチャネルをシャットダウンし、最後
に no shutdownコマンドを入力して、両方のデバイスでポートチャネルを再度イネーブルにしま
す。

各 vPCピアリンクの各 vPCピアデバイスの冗長性のために、2つの異なるモジュールを使用
することを推奨します。

（注）

ソフトウェアは、vPCピアを介して転送されたすべてのトラフィックをローカルトラフィックと
してキープします。ポートチャネルから入ってきたパケットは、vPCピアリンクを介して移動す
るのではなく、ローカルリンクの 1つを使用します。不明なユニキャスト、マルチキャスト、お
よびブロードキャストトラフィック（STP BPDUを含む）は、vPCピアリンクでフラッディング
されます。ソフトウェアが、マルチキャストフォワーディングを両方の vPCピアデバイス上で
同期された状態に保ちます。

両方の vPCピアリンクデバイスおよびダウンストリームデバイスで、任意の標準ロードバラン
シングスキームを設定できます（ロードバランシングについては、「ポートチャネルの設定」

の章を参照）。

設定情報は、Cisco Fabric Service over Ethernet（CFSoE）プロトコルを使用して vPCピアリンクを
転送されます。（CFSoEの詳細については、「vPCおよび孤立ポート」の項を参照）。

両方のデバイス上で設定されているこれらの VLANのMACアドレスはすべて、vPCピアデバイ
ス間で同期されています。この同期に、CFSoEが使用されます（CFSoEの詳細については、「vPC
および孤立ポート」の項を参照）。

vPCピアリンクに障害が発生した場合は、ソフトウェアが、両方のデバイスが稼働していること
を確認するための vPCピアデバイス間のリンクであるピアキープアライブリンクを使用して、
リモート vPCピアデバイスのステータスをチェックします。vPCピアデバイスが稼働している場
合は、セカンダリ vPCデバイスは、ループやトラフィックの消失あるいはフラッディングを防ぐ
ために、そのデバイス上のすべての vPCポートをディセーブルにします。したがって、データ
は、ポートチャネルの残っているアクティブなリンクに転送されます。
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独立した VRFを作成して設定し、その vPCピアキープアライブリンクのための VRF内の各
vPCピアデバイス上でレイヤ 3ポートを設定することを推奨します。ピアキープアライブの
デフォルトポートとデフォルト VRFは、管理ポートと管理 VRFです。

（注）

ソフトウェアは、ピアキープアライブリンクを介したキープアライブメッセージが返されない場

合に、vPCピアデバイスに障害が発生したことを学習します。

vPCピアデバイス間の設定可能なキープアライブメッセージの送信には、独立したリンク（vPC
ピアキープアライブリンク）を使用します。vPCピアキープアライブリンク上のキープアライブ
メッセージから、障害が vPCピアリンク上でだけ発生したのか、vPCピアデバイス上で発生した
のかがわかります。キープアライブメッセージは、ピアリンク内のすべてのリンクで障害が発生

した場合にだけ使用されます。キープアライブメッセージについては、「ピアキープアライブリ

ンクとメッセージ」の項を参照してください。

プライマリおよびセカンダリデバイス上で手動で設定する必要がある機能

各 vPCピアデバイスのプライマリ/セカンダリマッピングに従うために、次の機能を手動で設定
する必要があります。

• STPルート：プライマリ vPCピアデバイスを STPプライマリルートデバイスとして設定
し、vPCセカンダリデバイスを STPセカンダリルートデバイスとして設定します。vPCお
よび STPの詳細については、「vPCピアリンクと STP」の項を参照してください。

◦ Bridge Assuranceがすべての vPCピアリンク上でイネーブルになるように、vPCピアリ
ンクインターフェイスを STPネットワークポートとして設定することを推奨します。

◦ VLAN単位の高速スパニングツリー（PVST+）を設定してプライマリデバイスがすべ
ての VLANのルートになるようにし、マルチスパニングツリー（MST）を設定してプ
ライマリデバイスがすべてのインスタンスのルートになるようにすることを推奨しま

す。

•レイヤ 3 VLANネットワークインターフェイス：両方のデバイスから同じ VLANの VLAN
ネットワークインターフェイスを設定することにより、各 vPCピアデバイスのレイヤ 3接
続を設定します。

• HSRPアクティブ：vPCピアデバイス上でホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）と
VLANインターフェイスを使用する場合は、プライマリ vPCピアデバイスをHSRPアクティ
ブの最も高いプライオリティで設定します。セカンダリデバイスをHSRPスタンバイになる
ように設定し、各 vPCデバイスの VLANインターフェイスが同じ管理/動作モードにあるこ
とを確認します（vPCおよびHSRPの詳細については、「vPCピアリンクとルーティング」
の項を参照）。

vPCピアリンクの両側で単方向リンク検出（UDLD）を設定することを推奨します。UDLDの設
定については、「UDLDモードの設定」の項を参照してください。
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vPC ピアリンクのレイヤ 3 バックアップルートの設定
HSRPや PIMなどのアプリケーションを使用するネットワークのレイヤ 3にリンクするために、
vPCピアデバイス上の VLANネットワークインターフェイスを使用できます。ただし、この目
的には VLANネットワークインターフェイスを使用するよりも、vPCピアデバイスからのルー
ティングのためのレイヤ 3リンクを別途設定することを推奨します。

各ピアデバイス上でVLANネットワークインターフェイスが設定されており、そのインターフェ
イスが各デバイス上で同じVLANに接続されていることを確認してください。また、各VLANイ
ンターフェイスが、同じ管理/動作モードになっていなければなりません。VLANネットワークイ
ンターフェイスの設定の詳細については、「レイヤ 3インターフェイスの設定」の章を参照して
ください。

vPCピアリンクでフェールオーバーが発生すると、vPCピアデバイス上の VLANインターフェ
イスも影響を受けます。vPCピアリンクに障害が発生すると、セカンダリ vPCピアデバイス上の
関連付けられている VLANインターフェイスがシステムによって停止されます。

vPCピアリンクに障害が発生したときに特定の VLANインターフェイスが vPCセカンダリデバ
イス上で停止しないようにできます。

この機能を設定するには、dual-active exclude interface-vlan コマンドを使用します。

vPCドメインにレイヤ 3デバイスを接続した場合、vPCピアリンク上でも送信される VLAN
を使用したルーティングプロトコルのピアリングはサポートされません。vPCピアデバイス
および汎用レイヤ 3デバイスの間でルーティングプロトコルの隣接関係が必要な場合は、相
互接続に物理的にルーティングされたインターフェイスを使用する必要があります。vPCピア
ゲートウェイ機能の使用では、この要件は変わりません。

（注）

ピアキープアライブリンクとメッセージ

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCピア間でピアキープアライブリンクを使用して、設定可能な
キープアライブメッセージを定期的に送信します。これらのメッセージを送信するには、ピアデ

バイス間にレイヤ 3接続がなくてはなりません。ピアキープアライブリンクが有効になって稼働
していないと、システムは vPCピアリンクを稼働させることができません。

vPCピアキープアライブリンクを、各vPCピアデバイス内のレイヤ3インターフェイスにマッ
ピングされている独立した VRFに関連付けることを推奨します。独立した VRFを設定しな
かった場合は、デフォルトで管理 VRFと管理ポートが使用されます。vPCピアキープアライ
ブメッセージの送受信にピアリンク自体を使用することはしないでください。

（注）

片方の vPCピアデバイスに障害が発生したら、vPCピアリンクの他方の側にある vPCピアデバ
イスは、ピアキープアライブメッセージを受信しなくなることによってその障害を感知します。
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vPCピアキープアライブメッセージのデフォルトの間隔は、1秒です。この間隔は、400ミリ秒
～ 10秒の範囲内で設定可能です。

ホールドタイムアウト値は、3～ 10秒の範囲内で設定可能で、デフォルトのホールドタイムアウ
ト値は 3秒です。このタイマーは、vPCピアリンクが停止した時点で開始します。セカンダリ
vPCピアデバイスは、ネットワークの収束が確実に発生してから vPCアクションが発生するよう
にするために、このホールドタイムアウト期間の間は vPCピアキープアライブメッセージを無視
します。ホールドタイムアウト期間の目的は、誤ったポジティブケースを防ぐことです。

タイムアウト値は、3～ 20秒の範囲内で設定可能で、デフォルトのタイムアウト値は 5秒です。
このタイマーは、ホールドタイムアウト間隔が終了した時点で開始します。このタイムアウト期

間の間は、セカンダリ vPCピアデバイスは、プライマリ vPCピアデバイスから vPCピアキープ
アライブ helloメッセージが送信されてこないかチェックします。セカンダリ vPCピアデバイス
が 1つの helloメッセージを受信したら、そのデバイスは、セカンダリ vPCピアデバイス上のす
べての vPCインターフェイスをディセーブルにします。

ホールドタイムアウトパラメータとタイムアウトパラメータの相違点は、次のとおりです。

•ホールドタイムアウトの間は、vPCセカンダリデバイスは、受信したキープアライブメッ
セージに基づいてアクションを起こしません。それにより、たとえばスーパーバイザがピア

リンクがダウンした数秒後に失敗した場合などに、キープアライブが一時的に受信される可

能性がある場合に、システムがアクションを起こすのを回避できます。

•タイムアウト中は、vPCセカンダリデバイスは、設定された間隔が終了するまでにキープア
ライブメッセージを受信できないと、vPCプライマリデバイスになるというアクションを取
ります。

キープアライブメッセージへのタイマーの設定については、「vPCの設定」の項を参照してくだ
さい。

ピアキープアライブメッセージに使用される送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスがどちらも
ネットワーク上で一意であり、かつそれらの IPアドレスがその vPCピアキープアライブリン
クに関連付けられている VRFから到達可能であることを確認してください。

（注）

コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して、vPCピアキープアライブメッセージを使
用するインターフェイスを信頼できるポートとして設定してください。優先順位をデフォルト

（6）のままにしておくか、またはもっと高い値に設定します。次に、インターフェイスを信頼で
きるポートとして設定する例を示します。

(config)# class-map type qos match-all trust-map
(config-cmap-qos)# match cos 4-7
(config)# policy-map type qos ingresspolicy
(config-pmap-qos)# class trust-map
(config)# interface Ethernet 8/11
(config-if)# service-policy type qos input ingresspolicy
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vPC ピアゲートウェイ
vPCピアデバイスを、vPCピアデバイスのMACアドレスに送信されるパケットに対してもゲー
トウェイとして機能するように設定できます。

この機能を設定するには、peer-gatewayコマンドを使用します。

vPCピアデバイスでレイヤ 3バックアップルーティングの VLANインターフェイスを設定す
るときに使用される peer-gateway exclude-vlan コマンドはサポートされていません。

（注）

一部のネットワーク接続ストレージ（NAS）デバイスまたはロードバランサは、特定のアプリケー
ションのパフォーマンスを最適化するのに役立つ機能を備えている場合があります。これらの機

能により、同じサブネットにローカルに接続されていないホストから送信された要求に応答する

ときに、デバイスはルーティングテーブルのルックアップを回避できます。このようなデバイス

は、一般的な HSRPゲートウェイではなく、送信元 Cisco Nexus 9000シリーズデバイスのMAC
アドレスを使用して、トラフィックに応答する場合があります。この動作は、一部の基本的なイー

サネット RFC基準に準拠していません。ローカルではないルータMACアドレスの vPCデバイス
に到達するパケットは、ピアリンクを介して送信され、最終的な宛先が他の vPCの背後にある場
合には、組み込みの vPCループ回避メカニズムによってドロップされる場合があります。

vPCピアゲートウェイ機能は、vPCスイッチが、vPCピアのルータMACアドレスを宛先とするパ
ケットに対して、アクティブなゲートウェイとして機能することを可能にします。この機能は、

このようなパケットが vPCピアリンクを通過する必要なしにローカルに転送されることを可能に
します。このシナリオでは、この機能によってピアリンクの使用が最適化され、トラフィック損

失が回避されます。

ピアゲートウェイ機能の設定は、プライマリ vPCピアとセカンダリ vPCピアの両方で行う必要が
ありますが、デバイスの稼働もvPCトラフィックも中断しません。vPCピアゲートウェイ機能は、
vPCドメインサブモードの下でグローバルに設定できます。

この機能をイネーブルにすると、ピアゲートウェイルータを介してスイッチングされたパケット

の IPリダイレクトメッセージの発生を避けるために、Cisco NX-OSは vPC VLANを介してマッ
ピングされるすべてのインターフェイスVLAN上で IPリダイレクトを自動的にディセーブルにし
ます。

TTLが 1のパケットが TTLの有効期限が原因で伝送中にドロップされるように、ピアゲートウェ
イ vPCデバイスに到達するパケットは、デクリメントされたパケット存続時間（TTL）を有して
います。ピアゲートウェイ機能がイネーブルで、TTLが1のパケットを送信する特定のネットワー
クプロトコルが vPC VLANで動作する場合は、この状況を考慮する必要があります。

vPC ドメイン
vPCドメイン IDを使用すれば、vPCダウンストリームデバイスに接続されている vPCピアリン
クとポートを識別できます。
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vPCドメインは、キープアライブメッセージや他の vPCピアリンクパラメータを、デフォルト
値をそのまま使用するのではなく値を設定する場合に使用するコンフィギュレーションモードで

もあります。これらのパラメータの設定の詳細については、「vPCの設定」の項を参照してくだ
さい。

vPCドメインを作成するには、まず各 vPCピアデバイス上で、1～ 1000の値を使用して vPCド
メイン IDを作成しなければなりません。VDCにつき設定できるvPCドメインは、1つだけです。

各デバイス上で、ピアリンクとして機能させるポートチャネルを明示的に設定する必要がありま

す。各デバイス上でピアリンクにしたポートチャネルを、1つの vPCドメインからの同じ vPCド
メイン IDに関連付けます。このドメイン内で、システムはループフリートポロジとレイヤ 2マ
ルチパスを提供します。

これらのポートチャネルと vPCピアリンクは、静的にしか設定できません。各 vPCピアデバイ
ス上の vPC内のすべてのポートが、同じ VDC内になくてはなりません。ポートチャネルおよび
vPCピアリンクは、LACPを使用するかまたはプロトコルなしのいずれかで設定できます。各vPC
でポートチャネルを設定するにはアクティブモードのインターフェイスでLACPを使用すること
を推奨します。それにより、ポートチャネルのフェールオーバーシナリオの最適でグレースフル

なリカバリが保証され、ポートチャネル間の設定不一致に対する設定検査が行われます。

vPCピアデバイスは、設定された vPCドメイン IDを使用して、一意の vPCシステムMACアド
レスを自動的に割り当てます。各 vPCドメインが、具体的な vPC関連操作に IDとして使用され
る一意のMACアドレスを持ちます。ただし、デバイスは vPCシステムMACアドレスを LACP
などのリンクスコープでの操作にしか使用しません。連続したレイヤ 2ネットワーク内の各 vPC
ドメインを、一意のドメイン IDで作成することを推奨します。Cisco NX-OSソフトウェアにアド
レスを割り当てさせるのではなく、vPCドメインに特定のMACアドレスを設定することもでき
ます。

vPC MACテーブルの表示の詳細については、「vPCおよび孤立ポート」の項を参照してくださ
い。

vPCドメインを作成した後は、Cisco NX-OSソフトウェアによって vPCドメインのシステムプラ
イオリティが作成されます。vPCドメインに特定のシステムプライオリティを設定することもで
きます。

システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアデバイス上で同じプ
ライオリティ値を割り当てる必要があります。vPCピアデバイス同士が異なるシステムプラ
イオリティ値を持っていると、vPCは稼働しません。

（注）
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vPC トポロジ
次の図は、Cisco Nexus 9000シリーズデバイスポートが別のスイッチまたはホストに直接接続さ
れ、vPCの一部となるポートチャネルの一部として設定される基本設定を示しています。

図 5：スイッチ vPC トポロジ

この図では、vPC 20がポートチャネル 20で設定され、最初のデバイスには Eth1/10が、2番目の
デバイスには Eth2/1がメンバポートとしてあります。
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図で示されるように、ファブリックエクステンダ（FEX）を通してピアデバイスからvPCを設定
できます。

図 6：FEX Straight-Through トポロジ（ホスト vPC）

図では、各FEXはCiscoNexus 9000シリーズデバイスがあるシングルホーム接続（Straight-Through
FEXトポロジ）です。このFEX上のホストインターフェイスはポートチャネルとして設定され、
それらのポートチャネルはvPCとして設定されています。Eth101/1/1およびEth102/1/5は、PO200
のメンバーとして設定され、PO200は vPC 200に対し設定されます。

どちらのトポロジでも、ポートチャネル P020および P0200をピアスイッチ上でまったく同じよ
うに設定する必要があります。その後、設定の同期を使用して vPCスイッチの設定を同期しま
す。

FEXポートの設定に関する詳細は、『Cisco Nexus 2000 Series NX-OS Fabric Extender Configuration
Guide for Cisco Nexus 9000 Series Switches』を参照してください。

vPC インターフェイスの互換パラメータ
多くの設定パラメータおよび動作パラメータが、vPC内のすべてのインターフェイスで同じでな
ければなりません。vPCピアリンクに使用するレイヤ 2ポートチャネルはトランクモードに設
定することを推奨します。

vPC機能をイネーブルにし、さらに両方の vPCピアデバイス上でピアリンクを設定すると、シス
コファブリックサービス（CFS）メッセージにより、ローカル vPCピアデバイスに関する設定
のコピーがリモート vPCピアデバイスへ送信されます。これにより、システムが 2つのデバイス
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上で異なっている重要な設定パラメータがないか調べます（CFSの詳細については、「vPCおよ
び孤立ポート」の項を参照）。

vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parametersコマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよびvPC
の稼働を制限する可能性のある設定だけです。

（注）

vPCの互換性チェックプロセスは、正規のポートチャネルの互換性チェックとは異なります。

正規のポートチャネルについては、「ポートチャネルの設定」の章を参照してください。

同じでなければならない設定パラメータ

このセクションの設定パラメータは、vPCピアリンクの両方のデバイスで同じに設定する必要が
あります。そうしないと、vPCは一時停止モードに完全にまたは部分的に移動します。

ここで説明する動作パラメータおよび設定パラメータは、vPC内のすべてのインターフェイス
で一致している必要があります。

（注）

vPC内のすべてのインターフェイスで設定されている値を表示するには、show vpc
consistency-parameters コマンドを入力します。表示される設定は、vPCピアリンクおよび
vPCの稼働を制限する可能性のある設定だけです。

（注）

vPCインターフェイスでのこれらのパラメータの一部は、デバイスによって自動的に互換性が
チェックされます。インターフェイスごとのパラメータは、インターフェイスごとに一貫性を保っ

ていなければならず、グローバルパラメータはグローバルに一貫性を保っていなければなりませ

ん。

•ポートチャネルモード：オン、オフ、またはアクティブ（ただし、ポートチャネルモード
は vPCピアの各サイドでアクティブ/パッシブにできます）

•チャネル単位のリンク速度

•チャネル単位のデュプレックスモード

•チャネルごとのトランクモード：

◦ネイティブ VLAN

◦トランク上で許可される VLAN

◦ネイティブ VLANトラフィックのタギング

•スパニングツリープロトコル（STP）モード

• Multiple Spanning Tree用の STPリージョンコンフィギュレーション
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• VLANごとのイネーブル/ディセーブル状態

• STPグローバル設定：

◦ブリッジ保証設定

◦ポートタイプ設定

◦ループガード設定

• STPインターフェイス設定：

◦ポートタイプ設定

◦ループガード

◦ルートガード

•最大伝送単位（MTU）

これらのパラメータのいずれかがイネーブルになっていなかったり、片方のデバイスでしか定義

されていないと、vPCの一貫性チェックではそのパラメータは無視されます。

どのvPCインターフェイスもサスペンドモードになっていないことを確認するには、showvpc
brief コマンドおよび show vpc consistency-parameters コマンドを入力して、syslogメッセー
ジをチェックします。

（注）

同じにすべき設定パラメータ

次の挙げるパラメータのいずれかが両方の vPCピアデバイス上で同じように設定されていない
と、誤設定が原因でトラフィックフローに望ましくない動作が発生する可能性があります。

• MACエージングタイマー

•スタティックMACエントリ

• VLANインターフェイス：vPCピアリンクエンドにある各デバイスの VLANインターフェ
イスが両エンドで同じVLAN用に設定されていなければならず、さらに同じ管理モードで同
じ動作モードになっていなければなりません。ピアリンクの片方のデバイスだけで設定され

ている VLANは、vPCまたはピアリンクを使用してトラフィックを通過させることはしま
せん。すべての VLANをプライマリ vPCデバイスとセカンダリ vPCデバイスの両方で作成
する必要があります。そうなっていない VLANは、停止します。

• ACLのすべての設定とパラメータ

• Quality of Service（QoS）の設定とパラメータ

• STPインターフェイス設定：

◦ BPDU Filter
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◦ BPDUガード

◦コスト

◦リンクタイプ

◦プライオリティ

◦ VLAN（Rapid PVST+）

•ポートセキュリティ

• Cisco Trusted Security（CTS）

•ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）スヌーピング

•ネットワークアクセスコントロール（NAC）

•ダイナミック ARPインスペクション（DAI）

• IPソースガード（IPSG）

•インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）スヌーピング

•ホットスタンバイルーティングプロトコル（HSRP）

•プロトコルに依存しないマルチキャスト（PIM）

•すべてのルーティングプロトコル設定

すべての設定パラメータで互換性が取れていることを確認するために、vPCの設定が終わったら、
各 vPCピアデバイスの設定を表示してみることを推奨します。

パラメータの不一致によってもたらされる結果

稼動中の vPCで不一致が発生した場合にセカンダリピアデバイス上のリンクのみを一時停止す
る、グレースフル整合性検査機能を設定できます。この機能は CLIのみで設定可能で、デフォル
トでイネーブルになっています。

この機能を設定するには、graceful consistency-checkコマンドを使用します。

一致しなければならないパラメータのリストのすべてのパラメータに関する整合性検査の一部と

して、システムはすべての VLANの一貫性をチェックします。

vPCは稼動を継続し、矛盾したVLANのみがダウンします。このVLAN単位の整合性検査機能は
ディセーブルにできず、マルチスパニングツリー（MST）VLANには適用されません。

vPC 番号
vPCドメイン IDと vPCピアリンクを作成し終えたら、ダウンストリームデバイスを各 vPCピア
デバイスに接続するためのポートチャネルを作成します。つまり、プライマリ vPCピアデバイ
スからダウンストリームデバイスへのポートチャネルを 1つ作成し、もう 1つ、セカンダリピ
アデバイスからダウンストリームデバイスへのポートチャネルも作成します。
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スイッチとしてもブリッジとしても機能しないホストまたはネットワークデバイスに接続さ

れているダウンストリームデバイス上のポートは、STPエッジポートとして設定することを
推奨します。

（注）

各 vPCピアデバイス上で、ダウンストリームデバイスに接続するポートチャネルに vPC番号を
割り当てます。vPCの作成時にトラフィックが中断されることはほとんどありません。すべての
ポート番号に、ポートチャネル自体と同じ vPC ID番号を割り当てると（つまり、ポートチャネ
ル 10には vPC ID 10）、設定が簡単になります。

vPCピアデバイスからダウンストリームデバイスに接続するためにポートチャネルに割り当
てる vPC番号は、両方の vPCピアデバイスで同じである必要があります。

（注）

他のポートチャネルの vPC への移行

ダウンストリームデバイスは、ポートチャネルを使用して両方の vPCピアデバイスに接続す
る必要があります。

（注）

ダウンストリームデバイスを接続するために、プライマリvPCピアデバイスからダウンストリー
ムデバイスへのポートチャネルを作成し、セカンダリピアデバイスからダウンストリームデバ

イスへのもう 1つのポートチャネルを作成します。各 vPCピアデバイス上で、ダウンストリー
ムデバイスに接続するポートチャネルに vPC番号を割り当てます。vPCの作成時にトラフィック
が中断されることはほとんどありません。

単一モジュール上での vPC ピアリンクとコアへのリンクの設定

異なるモジュールの専用ポート上で vPCピアリンクを設定して、障害発生の可能性を下げる
ことをお勧めします。復元力を最適にしたい環境では、少なくとも2つのモジュールを使用し
てください。

（注）

すべての vPCピアリンクとコアに面するインターフェイスを単一モジュール上で設定しなければ
ならない場合は、両方の vPCピアデバイス上のすべての vPCピアリンク上にあり、コアへのレ
イヤ 3リンクに関連付けられているトラックオブジェクトとトラックリストをコマンドライン
インターフェイスを使用して設定してください。トラックリスト上のすべてのトラッキング対象

オブジェクトが停止した場合、システムは次のように動作するため、この設定を使用すれば、そ

の特定のモジュールが停止した場合のトラフィックのドロップを避けることができます。
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• vPCプライマリピアデバイスによるピアキープアライブメッセージの送信を停止します。
これにより、vPCセカンダリピアデバイスが強制的に引き継がされます。

•その vPCピアデバイス上のすべてのダウンストリーム vPCを停止させます。これにより、
すべてのトラフィックが強制的に他の vPCピアデバイスに向けてそのアクセススイッチで
ルーティングされます。

いったんこの機能を設定したら、モジュールに障害が発生した場合には、システムが自動的にプ

ライマリ vPCピアデバイス上のすべての vPCリンクを停止させ、ピアキープアライブメッセー
ジを停止します。このアクションにより、vPCセカンダリデバイスが強制的にプライマリロール
を引き継がされ、システムが安定するまで、すべての vPCトラフィックがこの新しい vPCプライ
マリデバイスに送られます。

コアに対するすべてのリンクおよびすべての vPCピアリンクを含むトラックリストを、そのオ
ブジェクトとして作成する必要があります。このトラックリストの指定した vPCドメインに対し
て、トラッキングをイネーブルにします。この同じ設定を他方の vPCピアデバイスにも適用しま
す。オブジェクトトラッキングおよびトラックリストの詳細については、『CiscoNexus9000Series
NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』を参照してください。

次の例では、Boolean ORを追跡リストで使用し、完全なモジュール障害の場合にのみすべて
のトラフィックが vPCピアデバイスへ流れるよう強制します。コアインターフェイスまたは
ピアリンクがダウンしたときにスイッチオーバーをトリガーする場合は、次のトラックリス

トでブール ANDを使用します。

（注）

単一モジュール上の関連するすべてのインターフェイスが故障したときに vPCをリモートピアに
切替えるように追跡リストを設定するには、次の手順に従います。

1 インターフェイス上（コアへのレイヤ 3）およびポートチャネル上（vPCピアリンク）でト
ラックオブジェクトを設定します。

switch(config-if)# track 35 interface ethernet 8/35 line-protocol
switch(config-track)# track 23 interface ethernet 8/33 line-protocol
switch(config)# track 55 interface port-channel 100 line-protocol

2 ブールORを使って追跡リスト内のすべてのインターフェイスを含むトラックリストを作成し
て、すべてのオブジェクトに障害が発生したときにトリガーします。

switch(config)# track 44 list boolean OR
switch(config-track)# object 23
switch(config-track)# object 35
switch(config-track)# object 55
switch(config-track)# end

3 このトラックオブジェクトを vPCドメインに追加します。

switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# track 44

4 トラックオブジェクトを表示します。

switch# show vpc brief

   Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x
20

vPC の設定
単一モジュール上での vPC ピアリンクとコアへのリンクの設定



Legend:
(*) - local vPC is down, forwarding via vPC peer-link
vPC domain id : 1
Peer status : peer adjacency formed ok
vPC keep-alive status : peer is alive
Configuration consistency status: success
vPC role : secondary
Number of vPCs configured : 52
Track object : 44
vPC Peer-link status
---------------------------------------------------------------------
id Port Status Active vlans
-- ---- ------ --------------------------------------------------
1 Po100 up 1-5,140
vPC status
----------------------------------------------------------------------
id Port Status Consistency Reason Active vlans
-- ---- ------ ----------- -------------------------- ------------
1 Po1 up success success 1-5,140

次に、オブジェクトトラッキングに関する情報を表示する例を示します。

switch# show track brief
Track Type Instance Parameter State Last
Change
23 Interface Ethernet8/33 Line Protocol UP 00:03:05
35 Interface Ethernet8/35 Line Protocol UP 00:03:15
44 List ----- Boolean
or UP 00:01:19
55 Interface port-channel100 Line Protocol UP 00:00:34

その他の機能との vPC の相互作用

vPC と LACP
LACPは、vPCドメインのシステムMACアドレスを使用して、vPCの LACP Aggregation Group
（LAG）IDを形成します（LAG-IDおよび LACPについては、「ポートチャネルの設定」の章を
参照）。

ダウンストリームデバイスからのチャネルも含めて、すべての vPCポートチャネル上の LACP
を使用できます。LACPは、vPCピアデバイスの各ポートチャネル上のインターフェイスのアク
ティブモードで設定することを推奨します。この設定により、デバイス、単方向リンク、および

マルチホップ接続の間の互換性をより簡単に検出できるようになり、実行時の変更およびリンク

障害に対してダイナミックな応答が可能になります。

vPCピアリンクデバイスのシステムプライオリティを手動で設定して、vPCピアリンクデバイ
スが、接続されているダウンストリームデバイスより確実に高い LACPプライオリティを持つよ
うにすることを推奨します。システムプライオリティの値が低いほど、高い LACPプライオリ
ティを意味します。
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システムプライオリティを手動で設定する場合は、必ず両方の vPCピアデバイス上で同じプ
ライオリティ値を割り当てる必要があります。vPCピアデバイス同士が異なるシステムプラ
イオリティ値を持っていると、vPCは稼働しません。

（注）

vPC ピアリンクと STP
vPCはループフリーなレイヤ 2トポロジを提供しますが、それでもやはり、誤った配線やケーブ
ルの欠陥、誤設定などから保護するためのフェールセーフメカニズムをSTPが提供する必要があ
ります。vPCを初めて稼働させたときに、STPによる再コンバージェンスが発生します。STPは、
vPCピアリンクを特殊なリンクとして扱い、常に vPCピアリンクを STPのアクティブトポロジ
に含めます。

すべての vPCピアリンクインターフェイスを STPネットワークポートタイプに設定して、すべ
てのvPCリンク上でBridgeAssuranceが自動的にイネーブルになるようにすることを推奨します。
また、vPCピアリンク上ではどの STP拡張機能もイネーブルにしないことも推奨します。STP拡
張がすでに設定されている場合、その拡張が vPCピアリンクの問題の原因となることはありませ
ん。

MSTと Rapid PVST+の両方を実行している場合は、必ず PVSTシミュレーション機能を正しく設
定してください。

STP拡張機能および PVSTシミュレーションについては、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2
Switching Configuration Guide』を参照してください。

パラメータのリストは、vPCピアリンクの両サイドの vPCピアデバイス上で同じになるよう
に設定する必要があります。このような一致が必要な設定については、「vPCインターフェイ
スの互換パラメータ」の項を参照してください。

（注）

STPは分散しています。つまり、このプロトコルは、両方の vPCピアデバイス上で実行され続け
ます。ただし、プライマリデバイスとして選択されている vPCピアデバイス上での設定が、セ
カンダリ vPCピアデバイス上の vPCインターフェイスの STPプロセスを制御します。

プライマリ vPCデバイスは、Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）を使用して、vPCセカン
ダリピアデバイス上の STPの状態を同期させます。CFSoEの詳細については、「vPCおよび孤
立ポート」の項を参照してください。

vPCの STPプロセスも、ピアリンク上で接続されているデバイスの 1つに障害が発生したときに
それを検出するために、定期的なキープアライブメッセージに依存しています。これらのメッ

セージについては、「ピアキープアライブリンクとメッセージ」の項を参照してください。

vPCマネージャが、vPCピアデバイス間で、プライマリデバイスとセカンダリデバイスを設定し
て 2つのデバイスを STP用に調整する提案/ハンドシェイク合意を実行します。その後、プライマ
リ vPCピアデバイスが、プライマリデバイスとセカンダリデバイス両方での STPプロトコルの
制御を行います。プライマリvPCピアデバイスをSTPプライマリルートデバイスとして設定し、
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セカンダリ VPCデバイスを STPセカンダリルートデバイスになるように設定することを推奨し
ます。

プライマリ vPCピアデバイスがセカンダリ vPCピアデバイスにフェールオーバーした場合、STP
トポロジには何の変化も発生しません。

BPDUは、代表ブリッジ IDフィールドで、STPブリッジ IDの vPCに設定されているMACアド
レスを使用します。vPCプライマリデバイスが、vPCインターフェイス上でこれらの BPDUを送
信します。

次のパラメータについて同じ STP設定を使用して、vPCピアリンクの両エンドを設定する必要が
あります。

• STPグローバル設定：

◦ STPモード

◦ MSTのための STPリージョン設定

◦ VLANごとのイネーブル/ディセーブル状態

◦ブリッジ保証設定

◦ポートタイプ設定

◦ループガード設定

• STPインターフェイス設定：

◦ポートタイプ設定

◦ループガード

◦ルートガード

これらのパラメータのいずれかに誤設定があった場合、CiscoNX-OSソフトウェアが vPC内の
すべてのインターフェイスを停止します。syslogをチェックし、show vpc briefコマンドを入
力して、vPCインターフェイスが停止していないか確認してください。

（注）

次の STPインターフェイス設定が、vPCピアリンクの両側で同じになっていることを確認しま
す。そうなっていないと、トラフィックフローに予測不能な動作が発生する可能性があります。

• BPDU Filter

• BPDUガード

•コスト

•リンクタイプ

•プライオリティ

• VLAN（PVRST+）
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vPCピアリンクの両側での設定を表示して、設定が同じであることを確認してください。（注）

この機能がイネーブルになっている場合は、show spanning-tree コマンドで vPCに関する情報を
表示できます。例については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching Configuration
Guide』を参照してください。

ダウンストリームデバイスのポートは、STPエッジポートとして設定することを推奨します。
スイッチに接続されているすべてのホストポートを STPエッジポートとして設定してくださ
いSTPポートタイプの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

vPC ピアスイッチ
vPCピアスイッチ機能は、STPコンバージェンスに関連するパフォーマンス上の問題を解決する
ために、Cisco NX-OSに追加されました。この機能は、一対の Cisco Nexus 9000シリーズデバイ
スがレイヤ2トポロジ内で1つのSTPルートとして現れることを可能にします。この機能は、STP
ルートを vPCプライマリスイッチに固定する必要性をなくし、vPCプライマリスイッチに障害が
発生した場合の vPCコンバージェンスを向上させます。

ループを回避するために、vPCピアリンクは STP計算からは除外されます。vPCピアスイッチ
モードでは、ダウンストリームスイッチでの STP BPDUタイムアウトに関連した問題（この問題
は、トラフィックの中断につながります）を避けるために、STP BPDUが両方の vPCピアデバイ
スから送信されます。

この機能は、すべてのデバイス vPCに属する純粋なピアスイッチトポロジで使用できます。

ピアスイッチ機能は、vPCを使用するネットワークでサポートされ、STPベースの冗長性はサ
ポートされません。ハイブリッドピアスイッチ設定で vPCピアリンクに障害が発生すると、
トラフィックが失われる場合があります。このシナリオでは、vPCピアは同じ STPルート ID
や同じブリッジ IDを使用します。アクセススイッチのトラフィックは 2つに別れ、その半分
が最初の vPCピアに、残りの半分が 2番目の vPCピアに転送されます。ピアリンク障害は、
南北のトラフィックには影響がありませんが、東西のトラフィックが失われます。

（注）

STP拡張機能および Rapid PVST+については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

vPC および ARP または ND
Cisco Fabric Service over Ethernet（CFSoE）プロトコルの信頼性が高いトランスポートメカニズム
を使用した、vPCピア間のテーブル同期に対応する機能がCiscoNX-OSに追加されました。ip arp
synchronize および ipv6 nd synchronize コマンドをイネーブルにし、vPCピア間のアドレステー
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ブルのコンバージェンスの高速化をサポートする必要があります。このコンバージェンスにより、

ピアリンクポートチャネルがフラップしたり、vPCピアがオンラインに戻るときに、IPv4の場
合は ARPテーブルの復元でまたは IPv6の場合は NDテーブルの復元で発生する遅延を解消でき
ます。

vPC マルチキャスト：PIM、IGMP、および IGMP スヌーピング
Nexus 9000シリーズデバイス対応の Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCでの次をサポートしま
す。

• PIM Any Source Multicast（ASM）

• PIM Source-Specific Multicast（SSM）（7.0(3)I4(1)以降）

Cisco NX-OSソフトウェアは、vPCでの双方向（BIDR）をサポートしません。（注）

ソフトウェアが、マルチキャストフォワーディングを両方の vPCピアデバイス上で同期された
状態に保ちます。vPCピアデバイス上の IGMPスヌーピングプロセスは、学習したグループ情報
を vPCピアリンクを通じて他の vPCピアデバイスと共有します。マルチキャスト状態は、常に
両方の vPCピアデバイス上で同期されます。vPCモードでの PIMプロセスは、1つの vPCピア
デバイスだけが受信者に向けてマルチキャストトラフィックを転送する状態を確保します。

各 vPCピアは、レイヤ 2またはレイヤ 3デバイスです。マルチキャストトラフィックは 1つの
vPCピアデバイスだけから伝送されます。次のシナリオで、重複したパケットが観察される場合
があります。

•孤立ホスト

•送信元と受信者が、マルチキャストルーティングのイネーブルになった異なる VLAN内の
レイヤ 2 vPCクラウド内にあり、vPCメンバリンクが停止している場合。

次のシナリオで、ごくわずかなトラフィック損失が観察される場合があります。

•トラフィックを転送している vPCピアデバイスをリロードした場合。

•トラフィックを転送している vPCピアデバイスの PIMを再起動した場合。

必ずすべてのレイヤ 3デバイスを両方の vPCピアデバイスにデュアル接続してください。片方の
vPCピアデバイスが停止した場合、他方の vPCピアデバイスが、通常どおりにすべてのマルチ
キャストトラフィックを転送し続けます。

次に、vPC PIMおよび vPC IGMP/IGMPスヌーピングについて説明します。

• vPC PIM：vPCモードの PIMプロセスは、1台の vPCピアデバイスのみがマルチキャストト
ラフィックを転送する状態を確保します。vPCモードのPIMプロセスは、送信元の状態を両
方の vPCピアデバイスと同期させ、トラフィックを転送する vPCピアデバイスを選出しま
す。
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• vPC IGMP/IGMPスヌーピング：vPCモードの IGMPプロセスは、両方の vPCピアデバイス
で指定ルータ（DR）情報を同期させます。デュアルDRは、vPCモードのときに IGMPで利
用可能です。デュアルDRは、vPCモードでない場合は利用できません。これは、両方のvPC
ピアデバイスがピア間のマルチキャストグループ情報を保持するためです。

vPC VLAN（vPCピアリンクで伝送される VLAN）とダウンストリーム vPCが接続されたレ
イヤ 3デバイス間の PIMネイバー関係はサポートされません。それによりマルチキャストパ
ケットのドロップが生じる場合があります。PIMネイバー関係がダウンストリームレイヤ 3
デバイスで必要な場合、物理レイヤ 3インターフェイスを vPCインターフェイスの代わりに
使用する必要があります。

（注）

IGMPスヌーピングは、両方の vPCピアデバイス上で同じようにイネーブルにしたりディセーブ
ルにしたりする必要があり、すべての機能設定を同じにする必要があります。IGMPスヌーピン
グは、デフォルトで有効になっています。

次のコマンドは、vPCモードでサポートされていません。（注）

• ip pim spt-threshold infinity

• ip pim use-shared-tree-only

マルチキャストの詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Multicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

マルチキャスト PIM デュアル DR（プロキシ DR）
デフォルトでは、マルチキャストルータは該当する受信先が存在する場合のみ PIMジョインを
アップストリームに送信します。これらの該当する受信先は、IGMPホスト（IGMPレポートを通
じて通信します）または他のマルチキャストルータ（PIMジョインを通じて通信します）のどち
らかの場合があります。

CiscoNX-OSvPC実装では、PIMはデュアル指定ルータ（DR）モードで動作します。つまり、vPC
デバイスが vPCSVIの発信インターフェイス（OIF）上のDRである場合、そのピアは自動的にプ
ロキシ DRロールを引き継ぎます。IGMPは、OIFが DRである場合、OIF（レポートはその OIF
で学習されます）をフォワーディングに追加します。デュアル DRでは、両方の vPCデバイスに
は、次の例に示すように、vPC SVI OIFに対して同一のエントリ (*,G)があります。

VPC Device1:
------------
(*,G)
oif1 (igmp)
VPC Device2:
------------
(*,G)
oif1 (igmp)
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IP PIM PRE-BUILD SPT
マルチキャストソースがレイヤ 3クラウド（vPCドメイン外）にある場合、1つの vPCピアが送
信元のフォワーダとして選定されます。このフォワーダの選択は、送信元に到達するためのメト

リックに基づきます。関係がある場合、vPCプライマリはフォワーダとして選択されます。フォ
ワーダのみがその関連する (S,G)内に vPC OIFを持っており、非フォワーダ (S,G)は 0 OIFを持っ
ています。したがって、フォワーダのみがこの例に示すように、送信元へ PIM (S,G)ジョインを
送信します。

VPC Device1 (say this is Forwarder for Source 'S'):
------------
(*,G)
oif1 (igmp)
(S,G)
oif1 (mrib)
VPC Device2:
------------
(*,G)
oif1 (igmp)
(S,G)
NULL

障害が発生した場合（たとえば、フォワーダのレイヤ 3リバースパス転送（RPF）リンクが動作
しない、またはフォワーダがリロードされるなど）、現在の非フォワーダが最終的にフォワーダ

になる場合は、トラフィック取得するために送信元への (S,G)に対する PIMジョインの送信を開
始をする必要があります。送信元に到達するホップ数によって、この操作には時間がかかる場合

があります（PIMはホップバイホッププロトコルです）。

この問題を排除し、より優れたコンバージェンスを取得するには、ip pim pre-build-spt コマンド
を使用します。このコマンドにより、マルチキャストルートに 0 OIFがあっても PIMはジョイン
を送信できます。vPCデバイスでは、非フォワーダは送信元へ PIM (S,G)ジョインをアップスト
リームに送信します。欠点は、非フォワーダからのリンク帯域幅のアップストリームが最終的に

それによってドロップされるトラフィックに使用されることです。コンバージェンスの向上によ

るメリットは、リンク使用帯域幅をはるかに上回っていることです。したがって、vPCを使用す
る場合は、このコマンドを使用することを推奨します。

vPC ピアリンクとルーティング
First Hop Redundancy Protocol（FHRP）は、vPCと相互運用できます。Hot Standby Routing Protocol
（HSRP）、および Virtual Router Redundancy Protocol（VRRP）のすべてが、vPCと相互運用でき
ます。すべてのレイヤ 3デバイスを両方の vPCピアデバイスにデュアル接続することを推奨しま
す。

プライマリ FHRPデバイスは、たとえセカンダリ vPCデバイスがデータトラフィックを転送した
としても、ARP要求に応答します。

プライマリ vPCピアデバイスを FHRPアクティブルータの最も高いプライオリティで設定して
おくと、初期の設定確認と vPC/HSRPのトラブルシューティングを簡単にできます。

さらに、if-hsrpコンフィギュレーションモードで priorityコマンドを使用して、vPCピアリンク
上でイネーブルになっているグループの状態がスタンバイになっているか、またはリッスン状態
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になっている場合のフェールオーバーのしきい値を設定できます。インターフェイスがアップま

たはダウンするのを防ぐために下限および上限しきい値を設定できます。

VRRPは、vPCピアデバイス上で実行されている場合にHSRPとよく似た動作を示します。VRRP
は、HSRPを設定したのと同じ方法で設定してください。

プライマリ vPCピアデバイスに障害が発生した場合は、セカンダリ vPCピアデバイスにフェー
ルオーバーされ、FHRPトラフィックはシームレスに流れ続けます。

バックアップルーティングパスとして機能するように 2台の vPCピアデバイス間にルーティン
グ隣接を設定することを推奨します。1台の vPCピアデバイスがレイヤ 3アップリンクを失う
と、その vPCはルーテッドトラフィックを他の vPCピアデバイスにリダイレクトでき、そのア
クティブレイヤ 3アップリンクを活用できます。

次の方法で、バックアップのルーティングパス用のスイッチ間リンクを設定できます。

• 2台の vPCピアデバイス間でレイヤ 3リンクを作成します。

•専用の VLANインターフェイスを持つ非 VPC VLANトランクを使用します。

•専用の VLANインターフェイスを持つ vPCピアリンクを使用します。

vPC環境でのHSRPの焼き付けMACアドレスオプション（use-bia）の設定、および任意の FHRP
プロトコルのための仮想MACアドレスの手動での設定は、推奨できません。これらの設定は、
vPCロードバランシングに不利な影響を与えるためです。HSRP use-biaオプションは、vPCでは
サポートされていません。カスタムMACアドレスを設定する際には、両方の vPCピアデバイス
に同じMACアドレスを設定する必要があります。

delay restore コマンドを使用して、ピアの隣接関係が確立され VLANインターフェイスが再び
アップ状態になるまで vPCの再稼働を遅延させるための復元タイマーを設定することができま
す。この機能により、vPCが再びトラフィックの受け渡しをし始める前にルーティングテーブル
が収束できなかった場合のパケットのドロップを回避できます。この機能を設定するには、delay
restoreコマンドを使用します。

復元した vPCピアデバイス上の VLANインターフェイスが稼働するのを遅延するには、
interfaces-vlanオプションを delay restore コマンドに使用します。

FHRPおよびルーティングに関する詳細情報については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast
Routing Configuration Guide』を参照してください。

レイヤ 3 および vPC 設定のベストプラクティス
ここでは、vPCでレイヤ 3を使用し、設定するためのベストプラクティスについて説明します。

レイヤ 3 および vPC 設定の概要

レイヤ 3デバイスは、vPCを介して vPCドメインに接続すると、次のようになります。

•レイヤ 2では、レイヤ 3デバイスは vPCピアデバイスによって提供された一意のレイヤ 2ス
イッチを認識します。
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•レイヤ 3では、レイヤ 3デバイスは 2台の異なるレイヤ 3デバイス（vPCピアデバイスごと
に 1台）を認識します。

vPCはレイヤ 2仮想化技術であるため、レイヤ 2では、両方の vPCピアデバイスがネットワーク
の他の部分に対して一意の論理デバイスとして機能します。

レイヤ 3には仮想化技術がないため、各 vPCピアデバイスがネットワークの他の部分で別のレ
イヤ 3デバイスと見なされます。

次の図は、vPCによる 2つの異なるレイヤ 2およびレイヤ 3ビューを示しています。

図 7：vPC ピアデバイスの異なるビュー

レイヤ 3 および vPC 設定に関する注意事項

vPCドメインにレイヤ 3デバイスを接続するには、レイヤ 3デバイスのレイヤ 3リンクを使用し
て各 vPCピアデバイスを接続します。

vPCループ回避ルールにより、vPCを使用してレイヤ 3デバイスを vPCドメインに接続するこ
とは許可されません。

（注）

レイヤ 3デバイスは、両方の vPCピアデバイスとのレイヤ 3ルーティングプロトコルの隣接関
係を開始できます。

1つまたは複数のレイヤ 3リンクを、各 vPCピアデバイスにレイヤ 3デバイスを接続ために使用
できます。Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、プレフィックスごとに最大 16のハードウェア
ロードシェアリングパスでレイヤ 3 Equal Cost Multipathing（ECMP）をサポートします。vPCピ
アデバイスからレイヤ 3デバイスへのトラフィックを、2台のデバイスを相互接続するすべての
レイヤ 3リンクにロードバランスできます。

レイヤ 3デバイスでレイヤ 3 ECMPを使用すると、このデバイスから vPCドメインへのすべての
レイヤ 3リンクを効果的に使用できます。レイヤ 3デバイスから vPCドメインへのトラフィック
を、2つのエンティティを相互接続するすべてのレイヤ 3リンクにロードバランスできます。
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vPCドメインに対するレイヤ 3デバイスのサポートされる接続モデルは、次の図に示されていま
す。

図 8：別のレイヤ 3 リンクを使用した vPC ドメインへの L3 デバイスの接続

レイヤ 3デバイスを vPCドメインに接続する際は、次の注意事項に従ってください。

•レイヤ 3デバイスを vPCドメインに接続するには、独立したレイヤ 3リンクを使用します。

•レイヤ 3デバイスが vPCピアデバイスで設定された HSRPアドレスにスタティックにルー
ティングできない場合は、vPCドメインにレイヤ 3デバイスを接続するのにレイヤ 2の vPC
を使用しないでください。

•ルーテッドトラフィックとブリッジドトラフィックの両方が必要な場合は、ルーテッドト
ラフィックに個々のレイヤ 3リンクを使用し、ブリッジドトラフィックには別のレイヤ 2
ポートチャネルを使用します。

•両方のデバイスからの同じ VLANに対して VLANネットワークインターフェイスを設定す
るか、2台のピアデバイス間に専用レイヤ 3リンクを使用することにより（レイヤ 3バック
アップルーティングパスのため）、vPCピアデバイス間のレイヤ 3接続をイネーブルにし
ます。
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レイヤ 3 および vPC のトポロジの例

ここでは、レイヤ 3および vPCのネットワークトポロジの例を示します。

図 9：凡例

ルータ間のピアリング

この例では、vPCがレイヤ 2中継パスとして使用されています。レイヤ 3デバイスから vPCピア
デバイスへの直接的なルーティングプロトコルピアリング隣接がないため、このトポロジはサ

ポートされます。

図 10：ルータ間のピアリング

レイヤ 3 リンクを使用した外部ルータとのピアリング
この例は、レイヤ 3リンクを使用してレイヤ 3デバイスを vPCドメインに接続するトポロジを示
しています。
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この方法で 2つのエンティティを相互接続することは、ベストプラクティスです。（注）

図 11：レイヤ 3 リンクを使用した外部ルータとのピアリング

バックアップルーティングパス用の vPC ピアデバイス間のピアリング
この例は、レイヤ 3バックアップルーティングパスによる 2台の vPCピアデバイス間のピアリ
ングを示しています。vPCピアデバイス 1または vPCピアデバイス 2のレイア 3アップリンクに
障害が発生した場合、2台のピアデバイス間のパスを使用して、アップステートのレイヤ 3アッ
プリンクを持つスイッチにトラフィックがリダイレクトされます。

レイヤ 3バックアップルーティングパスは、vPCピアリンク上の専用インターフェイス VLAN
（SVIなど）を使用するか、2台の vPCピアデバイス間の専用レイヤ 2またはレイヤ 3リンクを
使用して実装できます。

図 12：バックアップルーティングパス用の vPC ピアデバイス間のピアリング
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中継スイッチとして vPC デバイスを使用した 2 ルータの間のピアリング
この例は、「ルータ間のピアリング」トポロジと似ています。異なる点は、vPCドメインがレイ
ヤ 2中継パスとしてのみ使用されていることです。

図 13：中継スイッチとして vPC デバイスを使用した 2 ルータの間のピアリング

パラレル相互接続ルーテッドポートでの外部ルータとのピアリング

この例は、2つの異なるリンクタイプ（レイヤ 2リンクとレイヤ 3リンク）を使用して vPCドメ
インに接続されたレイヤ 3デバイスを示しています。

レイヤ 2リンクは、ブリッジドトラフィック（同じ VLANに保持されるトラフィック）または
VLAN間トラフィック（vPCドメインがインターフェイス VLANと関連 HSRPコンフィギュレー
ションをホストすることが前提）に使用されます。

レイヤ 3リンクは、各 vPCピアデバイスとのルーティングプロトコルピアリング隣接に使用さ
れます。

このトポロジの目的は、レイヤ 3デバイスを通過するように特定のトラフィックを誘導すること
です。レイヤ 3リンクは、レイヤ 3デバイスから vPCドメインにルーテッドトラフィックを伝送
するのにも使用されます。

図 14：パラレル相互接続ルーテッドポートでの外部ルータとのピアリング
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パラレル相互接続ルーテッドポートでの vPC 相互接続を介したピアリング
ルーティングプロトコルピアリング隣接を 2つのデータセンター間で確立する必要がある場合、
ベストプラクティスは、この例に示すように 2サイト間に専用レイヤ 3リンクを追加することで
す。

2つのデータセンター間の vPCリンクはブリッジドトラフィックまたはVLAN間トラフィックを
伝送し、専用レイヤ 3リンクは 2サイト間でルーテッドトラフィックを伝送します。

図 15：パラレル相互接続ルーテッドポートでの vPC 相互接続を介したピアリング

非 vPC VLAN を使用する PC 相互接続および専用スイッチ間リンクを介したピアリング
この例は、レイヤ 3デバイスが vPCドメインにシングル接続されている場合に、専用スイッチ間
リンクで非 vPC VLANを使用して、レイヤ 3デバイスと各 vPCピアデバイスとの間でルーティ
ングプロトコルピアリング隣接を確立できることを示しています。ただし、非 vPC VLANは、
vPC VLANとは異なるスタティックMACを使用するように設定する必要があります。
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この目的のために vPC VLAN（および vPCピアリンク）を設定することはサポートされてい
ません。

（注）

図 16：非 vPC VLAN を使用する PC 相互接続および専用スイッチ間リンクを介したピアリング

CFSoE
Cisco Fabric Services over Ethernet（CFSoE）は、vPCピアデバイスのアクションを同期化するため
に使用される信頼性の高い状態転送メカニズムです。CFSoEは、vPCにリンクされている、STP、
IGMPなどの多くの機能のメッセージとパケットを伝送します。情報は、CFS/CFSoEプロトコル
データユニット（PDU）に入れて伝送されます。

CFSoEは、vPC機能をイネーブルにすると、デバイスによって自動的にイネーブルになります。
何も設定する必要はありません。vPCの CFSoE分散には、IPを介してまたは CFSリージョンに
分散する機能は必要ありません。CFSoE機能が vPC上で正常に機能するために必要な設定は一切
ありません。

CFSoE転送は、各 VDCにローカルです。

showmac address-tableコマンドを使用すれば、CFSoEが vPCピアリンクのために同期するMAC
アドレスを表示できます。

no cfs eth distributeコマンドと no cfs distributeコマンドは入力しないでください。CFSoE for
vPC機能のための CFSoEをイネーブルにしなければなりません。vPCをイネーブルにしてこ
れらのコマンドのいずれかを入力すると、エラーメッセージが表示されます。

（注）

show cfs application コマンドを入力すると、出力に「Physical-eth」と表示されます。これは、
CFSoEを使用しているアプリケーションを表します。

CFSは、TCP/IPを介したデータも転送します。IP経由の CFSの詳細については、『Cisco Nexus
9000 Series NX-OS System Management Configuration Guide』を参照してください。
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CFSリージョンはサポートされていません。（注）

vPC および孤立ポート
vPC対応でないデバイスが各ピアに接続するとき、接続されたポートは vPCのメンバではないた
め、孤立ポートと称されます。一方のピアへのデバイスのリンクがアクティブ（フォワーディン

グ）になり、他方のリンクは STPのためスタンバイ（ブロッキング）になります。

ピアリンク障害またはリストアが発生すると、孤立ポートの接続は vPC障害または復元プロセス
にバインドされる可能性があります。たとえば、デバイスのアクティブな孤立ポートがセカンダ

リ vPCピアに接続する場合、ピアリンク障害が発生し、vPCポートがセカンダリピアによって一
時停止されると、そのデバイスはプライマリピアを経由する接続を失います。セカンダリピアが

アクティブな孤立ポートも一時停止した場合は、デバイスのスタンバイポートがアクティブにな

り、プライマリピアへの接続が提供され、接続が復元されます。セカンダリピアが vPCポート
を一時停止するときに特定の孤立ポートがそのピアによって一時停止され、vPCが復元されると
そのポートが復元されるように CLIで設定できます。

仮想化のサポート

1つの vPC内のすべてのポートが、同じVDC内になくてはなりません。このバージョンのソフト
ウェアは、VDCごとに 1つの vPCドメインしかサポートしません。各VDCで 1～ 4096の番号を
使用して vPCに番号を付けることができます。

停電後の vPC リカバリ
データセンターの停電時には、vPCを含む両方の Cisco Nexus 9000シリーズデバイスがリロード
されます。場合によっては、1つのピアのみが復元される場合があります。機能するピアキープ
アライブまたはピアリンクがないと、vPCは正常に機能することができません。しかし、Cisco
NX-OSリリースによっては、vPCサービスが機能するピアのローカルポートのみを使用するよう
にする方法が利用可能です。

自動リカバリ

Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、auto-recoveryコマンドを使用して、そのピアがオンライ
ンになるのに失敗した場合に vPCサービスを復元するように設定できます。この設定は、スター
トアップコンフィギュレーションに保存しなければなりません。リロード時に、ピアリンクがダ

ウンし、3回連続してピアキープアライブメッセージが失われた場合、セカンダリデバイスはプ
ライマリ STPロールとプライマリ LACPロールを引き継ぎます。ソフトウェアが vPCを初期化
し、そのローカルポートを稼働させ始めます。ピアがないため、ローカル vPCポートの一貫性
チェックはバイパスされます。デバイスは、自身をそのロールプライオリティに関係なくSTPプ
ライマリに選出し、LACPポートロールのマスターとしても機能します。
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リカバリ後の vPC ピアロール
ピアデバイスのリロードが完了し、隣接が形成されたら、次のプロセスが発生します。

1 最初のvPCピアがその現在のロールを維持して、その他のプロトコルへの任意の移行リセット
を回避します。ピアが、他の可能なロールを受け入れます。

2 隣接が形成されたら、整合性検査が実行され、適切なアクションが取られます。

ハイアベイラビリティ

In-Service Software Upgrade（ISSU）では、最初の vPCデバイス上のソフトウェアリロードプロセ
スが、vPC通信チャネルを介したCFSメッセージングを使用して、その vPCピアデバイスをロッ
クします。1度に 1つのデバイスだけアップグレードできます。最初のデバイスは、そのアップ
グレードが完了したら、そのピアデバイスのロックを解除します。次に、2つ目のデバイスが、
最初のデバイスが行ったのと同じように最初のデバイスをロックして、アップグレードプロセス

を実行します。アップグレード中は、2つの vPCデバイスが一時的に異なるリリースの Cisco
NX-OSを実行することになりますが、その下位互換性サポートにより、システムは正常に機能し
ます。

ハイアベイラビリティ機能の詳細については、『CiscoNexus 9000 SeriesNX-OSHighAvailability
and Redundancy Guide』を参照してください。

（注）

vPC フォークリフトアップグレードのシナリオ
次に、vPCトポロジ内の Cisco Nexus 9000シリーズスイッチのペアから異なる Cisco Nexus 9000
シリーズスイッチのペアへの移行のシナリオについて説明します。一般に、このシナリオによっ

て、Cisco Nexus 9508 vPCピアノードのペアから Cisco Nexus 9516スイッチのペアに移行できま
す。

vPCフォークリフトアップグレードに関する考慮事項：

• vPCロールの選択とスティッキビット

2つの vPCシステムの組み合わせによって vPCドメインが形成される場合は、プライオリ
ティによって、どちらのデバイスがvPCプライマリで、どちらのデバイスがvPCセカンダリ
かが決定されます。プライマリデバイスがリロードされると、システムがオンラインに戻

り、vPCセカンダリデバイス（現在、動作上のプライマリ）への接続が復元されます。セカ
ンダリデバイス（動作上のプライマリ）の動作ロールは変更されません（不要な中断を防ぐ

ため）。この動作は、スティッキビットによって実現されます。スティッキビットでは、ス

ティッキ情報がスタートアップコンフィギュレーションに保存されません。この方式では、

稼働中のデバイスがリロードされたデバイスよりも優先されます。そのため、vPCプライマ
リは動作上の vPCセカンダリになります。ピアリンクとピアキープアライブがダウンして
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vPCノードが起動し、自動復旧期間後にプライマリになるときにも、スティッキビットが設
定されます。

• vPCの遅延復元

遅延復元タイマーは、ピアの隣接がすでに確立されている場合に、リロード後に復元した

vPCピアデバイスでの vPCの起動を遅らせるために使用されます。

復元した vPCピアデバイス上の VLANインターフェイスが稼働するのを遅延するには、
interfaces-vlanオプションを delay restore コマンドに使用します。

• vPC自動リカバリ

データセンターで停電が発生し、両方の vPCピアスイッチがダウンした場合、スイッチが 1
つだけ復元すると、そのスイッチが自動回復機能によってプライマリスイッチのロールを負

い、vPCリンクが自動復旧期間後に起動します。デフォルトの自動復旧期間は 240秒です。

次の例は、vPCピアノードのNode1とNode2をNew_Node1とNew_Node2に置き換える移行シナ
リオです。

Node2 の動
作ロール

Node2 の
設定済み

ロール

（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 200）

Node1 の動
作ロール

Node1 の設
定済みロー

ル（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 100）

予想される動作移行手順

セカンダリ

（Secondary）

スティッキ

ビット：
False

セカンダ

リ

Primary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリトラフィックは

Node1と Node2
の両方の vPCピ
アによって転送

されます。

Node1がプライ
マリで、Node2
がセカンダリで

す。

初期状態です。1

セカンダリ

（Secondary）

スティッキ

ビット：
False

セカンダ

リ

Primary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリトラフィックは

プライマリ vPC
ピア Node1に収
束します。

Node2を置き換え
ます。Node2のす
べての vPCとアッ
プリンクを停止さ

せます。ピアリン

クと vPCピアキー
プアライブが管理

アップ状態になり

ます。

2
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Node2 の動
作ロール

Node2 の
設定済み

ロール

（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 200）

Node1 の動
作ロール

Node1 の設
定済みロー

ル（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 100）

予想される動作移行手順

n/an/aPrimary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリNode1は引き続
きトラフィック

を転送します。

Node2を削除しま
す。

3

セカンダリ

（Secondary）

スティッキ

ビット：
False

セカンダ

リ

Primary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリNew_Node2はセ
カンダリとして

起動します。

Node1は引き続
きプライマリに

なります。

トラフィックは

引き続きNode01
で転送されま

す。

New_Node2を設定
します。コンフィ

ギュレーションを

スタートアップコ

ンフィギュレー

ションにコピーし

ます。vPCピアリ
ンクとピアキープ

アライブが管理

アップ状態になり

ます。

New_Node2の電源
をオフにします。

すべての接続を行

います。

New_Node2の電源
をオンにします。

4

セカンダリ

（Secondary）

スティッキ

ビット：
False

セカンダ

リ

Primary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリトラフィックは

Node1と
New_Node2の両
方によって転送

されます。

New_Node2のすべ
ての vPCとアップ
リンクポートを起

動します。

5

セカンダリ

（Secondary）

スティッキ

ビット：
False

セカンダ

リ

Primary

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリトラフィックは

New_Node2に収
束します。

Node1を置き換え
ます。

Node1の vPCと
アップリンクを停

止させます。

6
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Node2 の動
作ロール

Node2 の
設定済み

ロール

（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 200）

Node1 の動
作ロール

Node1 の設
定済みロー

ル（例：

ロールプ

ライオリ

ティ 100）

予想される動作移行手順

Primary

スティッキ

ビット：
True

セカンダ

リ

n/an/aNew_Node2がセ
カンダリ（動作

上のプライマ

リ）になり、ス

ティッキビット

が Trueに設定さ
れます。

Node1を削除しま
す。

7

Primary

スティッキ

ビット：
True

セカンダ

リ

セカンダ

リ

（Secondary）

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリNew_Node1はプ
ライマリ（動作

上のセカンダ

リ）として起動

します。

New_Node1を設定
します。実行コン

フィギュレーショ

ンをスタートアッ

プコンフィギュ

レーションにコ

ピーします。

New_Node1の電源
をオフにします。

すべての接続を行

います。

New_Node1の電源
をオンにします。

8

Primary

スティッキ

ビット：
True

セカンダ

リ

セカンダ

リ

（Secondary）

スティッ

キビッ

ト：False

プライマリトラフィックは

New_Node1と
New_Node2の両
方によって転送

されます。

New_Node1のすべ
ての vPCとアップ
リンクポートを起

動します。

9

設定されたセカンダリノードを動作上のセカンダリ、設定されたプライマリノードを動作上

のプライマリとして使用するには、Node2を移行の最後にリロードします。これはオプション
であり、機能には影響を与えません。

（注）
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vPC のライセンス要件
次の表に、この機能のライセンス要件を示します。

ライセンス要件製品

Cisco NX-OSにライセンスは必要ではありません。ライセンスパッ
ケージに含まれていない機能はすべて Cisco NX-OSシステムイメー
ジにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

Cisco NX-OS

注意事項と制約事項
vPC設定時の注意事項と制限事項は次のとおりです。

• showコマンドで internalキーワードを指定することは、サポートされていません。

• vPCピアは、アップグレードまたはダウングレードプロセス中に、異なるバージョンの
NX-OSソフトウェアのみを稼働できます。

•アップグレード/ダウングレード期間外に異なるバージョンを実行する vPCピアはサポート
されません。

• 1つの vPCのすべてのポートが、同じ VDC内になくてはなりません。

• vPCを設定するには、まず vPCをイネーブルにする必要があります。

•システムがvPCピアリンクを形成するには、その前にピアキープアライブリンクとピアキー
プアライブメッセージを設定する必要があります。

• vPCに入れられるのは、レイヤ 2ポートチャネルだけです。

•両方のvPCピアデバイスを設定しなければなりません。設定が片方のデバイスから他方へ送
信されることはありません。

•マルチレイヤ（バックツーバック）vPCを設定するには、それぞれの vPCに一意の vPCドメ
イン IDを割り当てる必要があります。

•必要な設定パラメータが、vPCピアリンクの両側で互換性を保っているかチェックしてくだ
さい。互換性の推奨については、「vPCインターフェイスの互換パラメータ」の項を参照し
てください。

• vPCの設定中に、最小限のトラフィックの中断が発生する可能性があります。

• vPC上での BIDR PIMはサポートされていません。

• vPC環境でのDHCPスヌーピング、DAI、IPSGはサポートされていません。DHCPリレーは
サポートされています。

• CFSリージョンはサポートされていません。
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•ポートチャネル上でのポートセキュリティは、サポートされていません。

• vPC内の LACPを使用するすべてのポートチャネルを、アクティブモードのインターフェ
イスで設定することを推奨します。

•この目的には VLANネットワークインターフェイスを使用するよりも、vPCピアデバイス
からのルーティングのためのレイヤ 3リンクを別途設定してください。

•バックツーバックのマルチレイヤ vPCトポロジでは、それぞれの vPCに一意のドメイン ID
が必要です。

• vPC経由のレイヤ 3の設定は、サポートされていません。

•ダブルサイド vPC上のすべてのノードで同じ Hot Standby Router Protocol（HSRP）/Virtual
Router Redundancy Protocol（VRRP）グループを持つことは、Cisco NX-OS 7.0(3)I2(1)以降の
リリースでサポートされています。

•スパインノードのペアから Cisco Nexus 9000デバイスのペアに移行する場合は、Cisco Nexus
9000 vPCピアがアクティブ/スタンバイ状態になるように HSRPプライオリティを設定する
必要があります。HSRP状態の Cisco Nexus 9000 vPCをアクティブ/リッスン状態またはスタ
ンバイ/リッスン状態にすることはサポートされていません（7(0)I2(2)以降）。

• vPCを使用する場合は、FHRP（HSRP、VRRP）にデフォルトのタイマーを使用し、PIM設
定を行うことを推奨します。アグレッシブタイマーをvPC設定で使用すると、コンバージェ
ンス時間のメリットがありません。

• vPC環境で open shortest path first（OSPF）を設定する場合は、コアスイッチ上でルータコン
フィギュレーションモードで次のタイマーコマンドを使用することにより、vPCピアリン
クがシャットダウンしたときに OSPFの高速コンバージェンスを実現します。

switch (config-router)# timers throttle spf 1 50 50
switch (config-router)# timers lsa-arrival 10

OSPFに関する詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration
Guide』を参照してください。

• HSRPの BFDは、vPC環境ではサポートされていません。

• STPポートコストは、vPC環境で 200に固定されています。

•ジャンボフレームは、vPCピアリンクではデフォルトでイネーブルです。

• vPCがダウンし、トラフィックがピアリンクを通過する必要があるときに、増加するトラ
フィックに対応するためのベストプラクティスは、ピアリンクのラインカードを横断して複

数の高帯域幅インターフェイス（Cisco Nexus 9000の 40Gインターフェイスなど）を使用す
ることです。

• vpc orphan-ports suspend コマンドは、非 vPC VLANのポートおよびレイヤ 3ポートにも適
用されます。ただし、VPC VLANのポートで使用することをお勧めします。

• FEX vPCは、FEX（任意のモデル）と親スイッチとしての Cisco Nexus 9300（TOR）および
Cisco Nexus 9500（EOR）シリーズスイッチの間ではサポートされません。
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• NX-OS 7.0(3)I2(2)以降では、以前に ip pim pre-build-sptコマンドによって提供されていた動作
がデフォルトで自動的にイネーブルになっており、ディセーブルにはできません。

• NX-OS7.0(3)I2(2)以降では、個別の状態で動作するvPCポートチャネルメンバーリンクが、
VLANの不整合の検査時にフラップされます。サーバのプロビジョニング時にリンクがフ
ラップされることを回避するには、no graceful consistency-checkコマンドによって vPCグ
レースフル整合性検査をディセーブルにします。

次に、vPCグレースフル整合性検査をディセーブルにする例を示します。

switch# conf t
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.

switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# no graceful consistency-check

デフォルト設定
次の表は、vPCパラメータのデフォルト設定をまとめたものです。

表 1：デフォルト vPC パラメータ

デフォルトパラメータ（Parameters）

32667vPCシステムプライオリティ

ディセーブルvPCピアキープアライブメッセージ

1秒vPCピアキープアライブ間隔

5秒vPCピアキープアライブタイムアウト

3200vPCピアキープアライブ UDPポート

vPC の設定

vPCピアリンクの両側のデバイス両方でこれらの手順を使用する必要があります。両方のvPC
ピアデバイスをこの手順で設定します。

（注）

ここでは、コマンドラインインターフェイス（CLI）を使用して vPCを設定する方法を説明しま
す。
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Cisco IOSの CLIに慣れている場合、この機能に対応する Cisco NX-OSコマンドは通常使用す
る Cisco IOSコマンドと異なる場合があるので注意してください。

（注）

vPC のイネーブル化
vPCを設定して使用するには、その前に vPC機能をイネーブルにしなければなりません。

手順の概要

1. configure terminal
2. feature vpc
3. exit
4. show feature
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイス上で vPCをイネーブルにします。feature vpc

例：
switch(config)# feature vpc

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）デバイス上でイネーブルになっている機能

を表示します。

show feature

例：
switch# show feature

ステップ 4   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   
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次の例は、vPC機能をイネーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature vpc
switch(config)# exit
switch(config)#

vPC のディセーブル化

vPC機能をディセーブルにすると、デバイス上のすべての vPC設定がクリアされます。（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. no feature vpc
3. exit
4. show feature
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイスの vPCをディセーブルにします。no feature vpc

例：
switch(config)# no feature vpc

ステップ 2   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）デバイス上でイネーブルになっている機能

を表示します。

show feature

例：
switch# show feature

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次の例は、vPC機能をディセーブルにする方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no feature vpc
switch(config)# exit
switch#

vPC ドメインの作成と vpc-domain モードの開始
vPCドメインを作成し、両方の vPCピアデバイス上で vPCピアリンクポートチャネルを同じ
vPCドメイン内に置くことができます。1つのVDC全体を通じて一意の vPCドメイン番号を使用
してください。このドメイン IDは、vPCシステムMACアドレスを自動的に形成するのに使用さ
れます。

このコマンドを使用して、vpc-domainコマンドモードを開始することもできます。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. exit
4. show vpc brief
5. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイス上に vPCドメインを作成し、設定目的で
vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始しま

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

す。デフォルトはありません。指定できる範囲は 1～
1000です。
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目的コマンドまたはアクション

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 3   

（任意）各 vPCドメインに関する簡単な情報を表示し
ます。

show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 4   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 5   

次に、vpc-domainコマンドモードを開始して、既存の vPCドメインを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

vPC キープアライブリンクと vPC キープアライブメッセージの設定

システムで vPCピアリンクを形成できるようにするには、まず vPCピアキープアライブリン
クを設定する必要があります。

（注）

キープアライブメッセージを伝送するピアキープアライブリンクの宛先 IPを設定できます。必
要に応じて、キープアライブメッセージのその他のパラメータも設定できます。

vPCピアキープアライブリンクを使用する際は、個別の VRFインスタンスを設定して、各
vPCピアデバイスからその VRFにレイヤ 3ポートを接続することを推奨します。ピアリンク
自体を使用して vPCピアキープアライブメッセージを送信しないでください。VRFの作成お
よび設定方法については、『CiscoNexus 9000 Series NX-OSUnicast Routing ConfigurationGuide』
を参照してください。ピアキープアライブメッセージに使用される送信元と宛先の両方の IP
アドレスがネットワーク内で一意であることを確認してください。管理ポートと管理VRFが、
これらのキープアライブメッセージのデフォルトです。

（注）
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はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. peer-keepalivedestinationipaddress [hold-timeoutsecs | intervalmsecs {timeoutsecs} | {precedence

{prec-value | network | internet | critical | flash-override | flash | immediate priority | routine}} | tos
{tos-value |max-reliability |max-throughput |min-delay |min-monetary-cost | normal}}
|tos-bytetos-byte-value} | sourceipaddress | vrf {name |management vpc-keepalive}]

4. exit
5. show vpc statistics
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

デバイスで vPCドメインを作成し、vpc-domainコン
フィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

vPCピアキープアライブリンクのリモートエンドの
IPv4アドレスを設定します。

peer-keepalivedestinationipaddress
[hold-timeoutsecs | intervalmsecs {timeoutsecs} |
{precedence {prec-value | network | internet |

ステップ 3   

vPCピアキープアライブリンクを設定する
まで、vPCピアリンクは構成されません。

（注）

管理ポートと VRFがデフォルトです。

critical | flash-override | flash | immediate priority
| routine}} | tos {tos-value |max-reliability |
max-throughput |min-delay |min-monetary-cost
| normal}} |tos-bytetos-byte-value} |

独立した VRFを設定し、vPCピアキープア
ライブリンクのためのVRF内の各 vPCピア
デバイスからのレイヤ3ポートを使用するこ
とを推奨します。VRFの作成および設定の
詳細については、『Cisco Nexus 9000 Series
NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』
を参照してください。

（注）sourceipaddress | vrf {name |management
vpc-keepalive}]

例：
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive
destination 172.28.230.85
switch(config-vpc-domain)#
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）キープアライブメッセージの設定に関する情

報を表示します。

show vpc statistics

例：
switch# show vpc statistics

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 6   

VRFの設定方法については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast Routing Configuration Guide』
を参照してください。

次の例は、vPCピアキープアライブリンクの宛先と送信元の IPアドレスおよび VRFを設定する
方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 100
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive destination 172.168.1.2 source 172.168.1.1 vrf
vpc-keepalive
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

vPC ピアリンクの作成
vPCピアリンクを作成するには、指定した vPCドメインのピアリンクとするポートチャネルを
各デバイス上で指定します。冗長性を確保するため、トランクモードで vPCピアリンクとして
指定したレイヤ 2ポートチャネルを設定し、各 vPCピアデバイス上の個別のモジュールで 2つ
のポートを使用することを推奨します。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channelchannel-number
3. switchport mode trunk
4. switchport trunk allowed vlanvlan-list
5. vpc peer-link
6. exit
7. show vpc brief
8. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

このデバイスの vPCピアリンクとして使用するポー
トチャネルを選択し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interface port-channelchannel-number

例：
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)#

ステップ 2   

（任意）このインターフェイスをトランクモードで

設定します。

switchport mode trunk

例：
switch(config-if)# switchport mode trunk

ステップ 3   

（任意）許容 VLANリストを設定します。switchport trunk allowed vlanvlan-list

例：
switch(config-if)# switchport trunk
allowed vlan 1-120,201-3967

ステップ 4   

選択したポートチャネルを vPCピアリンクとして設
定し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを
開始します。

vpc peer-link

例：
switch(config-if)# vpc peer-link
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 5   

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）各 vPCに関する情報を表示します。vPCピ
アリンクに関する情報も表示されます。

show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 7   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 8   

次の例は、vPCピアリンクを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# switchport mode
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1-120,201-3967
switch(config-if)# vpc peer-link
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

vPC ピアゲートウェイの設定
vPCピアデバイスを、vPCピアデバイスのMACアドレスに送信されるパケットに対してゲート
ウェイとして機能するように設定できます。

vPCドメインにレイヤ 3デバイスを接続した場合、vPCピアリンク上でも送信される VLAN
を使用したルーティングプロトコルのピアリンクはサポートされません。vPCピアデバイス
および汎用レイヤ 3デバイスの間でルーティングプロトコルの隣接関係が必要な場合は、相
互接続に物理的にルーティングされたインターフェイスを使用する必要があります。vPCピア
ゲートウェイ機能の使用では、この要件は変わりません。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. peer-gateway
4. exit
5. show vpc brief
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

vPCドメインがまだ存在していない場合はそれを作
成し、vpc-domainコンフィギュレーションモード
を開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config-if)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

ピアのゲートウェイMACアドレスを宛先とするパ
ケットのレイヤ3フォワーディングをイネーブルに
します。

peer-gateway

例：
switch(config-vpc-domain)# peer-gateway

ステップ 3   

この機能を正常に動作させるために、

この vPCドメインのすべてのイン
ターフェイスVLAN上で IPリダイレ
クトをディセーブルにします。

（注）

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了
します。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）各 vPCに関する情報を表示します。vPC
ピアリンクに関する情報も表示されます。

show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 6   

グレースフル整合性検査の設定

デフォルトでイネーブルになるグレースフル整合性検査機能を設定できます。この機能がイネー

ブルでない場合、必須互換性パラメータの不一致が動作中の vPCで導入されると、vPCは完全に
一時停止します。この機能がイネーブルの場合、セカンダリピアデバイスのリンクだけが一時停

止します。vPCでの一貫した設定については、「vPCインターフェイスの互換パラメータ」の項
を参照してください。
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手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. graceful consistency-check
4. exit
5. show vpc brief

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

vPCドメインがまだ存在していない場合はそれを作成
し、vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始
します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config-if)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

必須互換性パラメータで不一致が検出された場合に、セ

カンダリピアデバイスのリンクのみが一時停止すると

いうことを指定します。

graceful consistency-check

例：
switch(config-vpc-domain)# graceful
consistency-check

ステップ 3   

この機能をディセーブルにする場合は、このコマンドの

no形式を使用します。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）vPCに関する情報を表示します。show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 5   

次に、グレースフル整合性検査機能をイネーブルにする例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# graceful consistency-check
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#
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vPC ピアリンクの設定の互換性チェック
両方の vPCピアデバイス上の vPCピアリンクを設定した後に、すべての vPCインターフェイス
で設定が一貫していることをチェックします。vPCでの一貫した設定については、「vPCインター
フェイスの互換パラメータ」の項を参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. show vpc consistency-parameters {global | interface port-channelchannel-number}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

（任意）すべての vPCインターフェイス全体で
一貫している必要があるパラメータのステータ

スを表示します。

show vpc consistency-parameters {global | interface
port-channelchannel-number}

例：
switch(config)# show vpc consistency-parameters
global
switch(config)#

ステップ 2   

次の例は、すべての vPCインターフェイスの間で必須設定の互換性が保たれているかチェックす
る方法を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# show vpc consistency-parameters global
switch(config)#

vPCインターフェイス設定の互換性に関するメッセージが syslogにも記録されます。（注）

他のポートチャネルの vPC への移行
冗長性を確保するために、vPCドメインダウンストリームポートチャネルを 2つのデバイスに
接続することを推奨します。

ダウンストリームデバイスに接続するには、ダウンストリームデバイスからプライマリ vPCピ
アデバイスへのポートチャネルを作成し、ダウンストリームデバイスからセカンダリピアデバ
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イスへのもう 1つのポートチャネルを作成します。各 vPCピアデバイス上で、ダウンストリー
ムデバイスに接続するポートチャネルに vPC番号を割り当てます。vPCの作成時にトラフィック
が中断されることはほとんどありません。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

レイヤ 2ポートチャネルを使用していることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface port-channelchannel-number
3. vpcnumber
4. exit
5. show vpc brief
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

ダウンストリームデバイスに接続するために vPCに入れる
ポートチャネルを選択し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channelchannel-number

例：
switch(config)# interface
port-channel 20
switch(config-if)#

ステップ 2   

選択したポートチャネルを vPCに入れてダウンストリーム
デバイスに接続するように設定します。これらのポートチャ

vpcnumber

例：
switch(config-if)# vpc 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 3   

ネルには、デバイス内の任意のモジュールを使用できます。

有効な範囲は 1～ 4096です。

vPCピアデバイスからダウンストリームデバイス
に接続されているポートチャネルに割り当てる

vPC番号は、両方の vPCデバイスで同じでなけれ
ばなりません。

（注）

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）vPCに関する情報を表示します。show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコ

ンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、ダウンストリームデバイスに接続するポートチャネルを設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# vpc 5
switch(config-if)# exit
switch(config)#

vPC ドメイン MAC アドレスの手動での設定
vPCドメインを作成すると、Cisco NX-OSソフトウェアが自動的に vPCシステムMACアドレス
を作成します。このアドレスは、LACPなど、リンクスコープに制限される操作に使用されます。
ただし、vPCドメインのMACアドレスを手動で設定すように選択することもできます。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. system-macmac-address
4. exit
5. show vpc role
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するvPCドメインの番号を入力します。システ
ムは、vpc-domainコンフィギュレーションモードを
開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

指定した vPCドメインに割り当てるMACアドレス
を aaaa.bbbb.ccccの形式で入力します。

system-macmac-address

例：
switch(config-vpc-domain)# system-mac
23fb.4ab5.4c4e
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 3   

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）vPCシステムMACアドレスを表示します。show vpc role

例：
switch# show vpc brief

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタート

アップコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 6   

次の例は、vPCドメインMACアドレスを手動で設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# system-mac 13gb.4ab5.4c4e
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

システムプライオリティの手動での設定

vPCドメインを作成すると、vPCシステムプライオリティが自動的に作成されます。ただし、vPC
ドメインのシステムプライオリティは手動で設定することもできます。
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LACPの実行時には、vPCピアデバイスが LACPのプライマリデバイスになるように、vPC
システムプライオリティを手動で設定することを推奨します。システムプライオリティを手

動で設定する場合には、必ず同じプライオリティ値を両方のvPCピアデバイスに設定します。
これらの値が一致しないと、vPCは起動しません。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. system-prioritypriority
4. exit
5. show vpc role
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定する vPCドメインの番号を入力します。システ
ムは、vpc-domainコンフィギュレーションモードを
開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

指定した vPCドメインに割り当てるシステムプライ
オリティを入力します。指定できる値の範囲は、1～
65535です。デフォルト値は 32667です。

system-prioritypriority

例：
switch(config-vpc-domain)# system-priority
4000
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 3   

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了し
ます。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）vPCシステムプライオリティを表示します。show vpc role

例：
switch# show vpc role

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 6   

次の例は、vPCドメインのシステムプライオリティを手動で設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# system-priority 4000
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

vPC ピアデバイスロールの手動での設定
デフォルトでは、vPCドメインと、vPCピアリンクの両端を設定すると、CiscoNX-OSソフトウェ
アはプライマリとセカンダリの vPCピアデバイスを選択します。ただし、vPCのプライマリデバ
イスとして、特定の vPCピアデバイスを選択することもできます。選択したら、プライマリデ
バイスにする vPCピアデバイスに、他の vPCピアデバイスより小さいロール値を手動で設定し
ます。

vPCはロールのプリエンプションをサポートしません。プライマリ vPCピアデバイスに障害が発
生すると、セカンダリ vPCピアデバイスが、vPCプライマリデバイスの機能を引き継ぎます。た
だし、以前のプライマリ vPCが再起動しても、機能のロールは元に戻りません。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. role prioritypriority
4. exit
5. show vpc role
6. copy running-config startup-config
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定する vPCドメインの番号を入力します。システム
は、vpc-domainコンフィギュレーションモードを開始
します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

vPCシステムプライオリティとして使用するロールプ
ライオリティを指定します。値の範囲は 1～ 65636で、

role prioritypriority

例：
switch(config-vpc-domain)# role priority
4
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 3   

デフォルト値は32667です。低い値は、このスイッチが
プライマリvPCになる可能性が高いということを意味し
ます。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）vPCシステムプライオリティを表示します。show vpc role

例：
switch# show vpc role

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次の例は、vPCピアデバイスのロールプライオリティを手動で設定する方法を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# role priority 4
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

シングルモジュール vPC でのトラッキング機能の設定
すべての vPCピアリンクとコアに面するインターフェイスを単一モジュール上で設定しなければ
ならない場合は、両方のプライマリ vPCピアデバイス上の vPCピアリンクのすべてのリンク上
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にあり、コアへのレイヤ 3リンクに関連付けられているトラックオブジェクトとトラックリスト
を設定しなければなりません。いったんこの機能を設定したら、プライマリ vPCピアデバイスに
障害が発生した場合には、プライマリ vPCピアデバイス上のすべての vPCリンクを、システムが
自動的に停止します。システムが安定するまでは、このアクションにより、すべての vPCトラ
フィックが強制的にセカンダリ vPCピアデバイスに送られます。

この設定は、両方の vPCピアデバイスに置かなければなりません。さらに、いずれの vPCピア
デバイスも機能上のプライマリ vPCピアデバイスになる場合があるため、両方の vPCピアデバ
イスに同じ設定を置いておく必要があります。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

トラックオブジェクトとトラックリストが設定済みであることを確認します。コアおよび vPC
ピアリンクに接続されているすべてのインターフェイスが両方の vPCピアデバイス上のトラッ
クリンクオブジェクトに割り当てられていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. tracktrack-object-id
4. exit
5. show vpc brief
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するvPCドメインの番号を入力し、vpc-domainコン
フィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

以前に関連するインターフェイスで設定されたトラック

リストオブジェクトを vPCドメインに追加します。オ
tracktrack-object-id

例：
switch(config-vpc-domain)# track object
23
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 3   

ブジェクトトラッキングおよびトラックリストの詳細

については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Unicast
Routing Configuration Guide』を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）追跡対象オブジェクトに関する情報を表示しま

す。

show vpc brief

例：
switch# show vpc brief

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

次に、以前に設定されたトラックリストオブジェクトを、vPCピアデバイス上の vPCドメイン
に配置する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# track object 5
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

停電後のリカバリの設定

停電が発生すると、vPCはピア隣接がスイッチリロード時に形成するのを待ちます。この状況
は、許容範囲内に収まらないほど長いサービスの中断に至る場合があります。CiscoNexus9000シ
リーズデバイスは、そのピアがオンラインになるのに失敗した場合に vPCサービスを復元するよ
うに設定できます。

リロード復元の設定

ここで説明されている reload restore コマンドおよび手順は廃止されます。「自動リカバリの設
定」で説明されている auto-recoveryコマンドおよび手順を使用することを推奨します。

Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、reload restoreコマンドを使用して、そのピアがオンライ
ンになるのに失敗した場合に vPCサービスを復元するように設定できます。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. reload restore [delaytime-out]
4. exit
5. show running-config vpc
6. show vpc consistency-parameters interface port-channelnumber
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定する vPCドメインの番号を入力し、vpc-domainコン
フィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

vPCがそのピアが機能しないことを前提として vPCを稼
働させ始めるように設定します。デフォルト遅延値は240

reload restore [delaytime-out]

例：
switch(config-vpc-domain)# reload
restore

ステップ 3   

秒です。タイムアウト遅延は 240～ 3600秒の間で設定で
きます。

vPCをデフォルト設定にリセットするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）vPCに関する情報、特にリロードステータスを
表示します。

show running-config vpc

例：
switch# show running-config vpc

ステップ 5   

（任意）指定したインターフェイスの vPCの一貫性パラ
メータに関する情報を表示します。

show vpc consistency-parameters interface
port-channelnumber

例：
switch# show vpc consistency-parameters
interface port-channel 1

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

リロード機能がイネーブルになっていることを

確認するには、この手順を実行します。

（注）

次に、vPCリロード復元機能を設定し、それをスイッチのスタートアップコンフィギュレーショ
ンに保存する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# reload restore

Warning:
Enables restoring of vPCs in a peer-detached state after reload, will wait for 240
seconds (by default) to determine if peer is un-reachable

switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)# exit
switch# copy running-config startup-config
switch# show running-config vpc

!Command: show running-config vpc
!Time: Wed Mar 24 18:43:54 2010
version 5.0(2)
feature vpc
logging level vpc 6
vpc domain 5
reload restore

次の例は、一貫性パラメータを確認する方法を示します。

switch# show vpc consistency-parameters interface port-channel 1

Legend:
Type 1 : vPC will be suspended in case of mismatch
Name Type Local Value Peer Value
------------- ---- ----------- ---------------
STP Port Type 1 Default -
STP Port Guard 1 None -
STP MST Simulate PVST 1 Default -
mode 1 on -
Speed 1 1000 Mb/s -
Duplex 1 full -
Port Mode 1 trunk -
Native Vlan 1 1 -
MTU 1 1500 -
Allowed VLANs - 1-3967,4048-4093
Local suspended VLANs

自動リカバリの設定

CiscoNexus 9000シリーズデバイスは、auto-recoveryコマンドを使用して、そのピアがオンライン
になるのに失敗した場合に vPCサービスを復元するように設定できます。
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はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. auto-recovery [reload-delaytime]
4. exit
5. show running-config vpc
6. show vpc consistency-parameters interface port-channelnumber
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定する vPCドメインの番号を入力し、vpc-domainコン
フィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

vPCがそのピアが機能しないことを前提として vPCを稼
働させ始めるように設定し、vPCを復元するためのリロー

auto-recovery [reload-delaytime]

例：
switch(config-vpc-domain)#
auto-recovery

ステップ 3   

ド後に待機する時間を指定します。デフォルト遅延値は

240秒です。240 ~ 3600秒の遅延を設定できます。

vPCをデフォルト設定にリセットするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 4   

（任意）vPCに関する情報、特にリロードステータスを
表示します。

show running-config vpc

例：
switch# show running-config vpc

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定したインターフェイスの vPCの一貫性パラ
メータに関する情報を表示します。

show vpc consistency-parameters interface
port-channelnumber

例：
switch# show vpc consistency-parameters
interface port-channel 1

ステップ 6   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

自動リカバリ機能がイネーブルになっているこ

とを確認するには、この手順を実行します。

（注）

次に、vPC自動リカバリ機能を設定し、それをスイッチのスタートアップコンフィギュレーショ
ンに保存する例を示します。

switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# auto-recovery

Warning:
Enables restoring of vPCs in a peer-detached state after reload, will wait for 240
seconds to determine if peer is un-reachable

switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)# exit
switch# copy running-config startup-config

孤立ポートの一時停止の設定

vPC対応でないデバイスが各ピアに接続するとき、接続されたポートは vPCのメンバではないた
め、孤立ポートと称されます。ピアリンクまたはピアキープアライブ障害に応えてセカンダリ

ピアがvPCポートを一時停止するときに、セカンダリピアによって一時停止（シャットダウン）
される孤立ポートとして物理インターフェイスを明示的に宣言できます。孤立ポートは vPCが復
元されたときに復元されます。

vPC孤立ポートの一時停止は、ポートチャネルのメンバポートではなく、物理ポートでのみ
設定できます。

（注）

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。
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手順の概要

1. configure terminal
2. show vpc orphan-ports
3. interfacetype slot/port
4. vpc orphan-ports suspend
5. exit
6. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

（任意）孤立ポートのリストを表示します。show vpc orphan-ports

例：
switch# show vpc orphan-ports

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype slot/port

例：
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)#

ステップ 3   

選択したインターフェイスを vPC障害時にセカンダ
リピアにより一時停止される vPC孤立ポートとして
設定します。

vpc orphan-ports suspend

例：
switch(config-if)# vpc orphan-ports
suspend

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了します。

exit

例：
switch(config-if)# exit
switch#

ステップ 5   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

Cisco Nexus 9000 シリーズ NX-OS インターフェイスコンフィギュレーションガイドリリース 7.x    
67

vPC の設定
孤立ポートの一時停止の設定



次に、インターフェイスを vPC障害時にセカンダリピアにより一時停止される vPC孤立ポートと
して設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 3/1
switch(config-if)# vpc orphan-ports suspend
switch(config-if)# exit
switch(config)#

vPC ピアスイッチの設定
Cisco Nexus 9000シリーズデバイスは、一対の vPCデバイスがレイヤ 2トポロジ内で 1つの STP
ルートとして現れるように設定することができます。

純粋な vPC ピアスイッチトポロジの設定
純粋な vPCピアスイッチトポロジを設定するには、peer-switchコマンドを使用し、次に可能な範
囲内で最高の（最も小さい）スパニングツリーブリッジプライオリティ値を設定します。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

VPCピア間の非VPC専用トランクリンクを使用する場合は、STPがVLANをブロックするの
を防ぐために、非 VPC VLANはピアによって異なるグローバルプライオリティが必要です。

（注）

手順の概要

1. configure terminal
2. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
3. peer-switch
4. spanning-tree vlanvlan-rangepriorityvalue
5. exit
6. show spanning-tree summary
7. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定する vPCドメインの番号を入力し、vpc-domainコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 2   

vPCスイッチペアがレイヤ 2トポロジ内で 1つの STP
ルートとして現れるようにします。

peer-switch

例：
switch(config-vpc-domain)# peer-switch

ステップ 3   

ピアスイッチvPCトポロジをディセーブルにするには、
このコマンドの no形式を使用します。

VLANのブリッジプライオリティを設定します。有効
な値は、4096の倍数です。デフォルト値は32768です。

spanning-tree vlanvlan-rangepriorityvalue

例：
switch(config)# spanning-tree vlan 1
priority 8192

ステップ 4   

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 5   

（任意）スパニングツリーポートの状態の概要を表示

します。これに、vPCピアスイッチも含まれます。
show spanning-tree summary

例：
switch# show spanning-tree summary

ステップ 6   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップ

コンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config
startup-config

ステップ 7   

次の例は、純粋な vPCピアスイッチトポロジを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-switch

2010 Apr 28 14:44:44 switch %STP-2-VPC_PEERSWITCH_CONFIG_ENABLED: vPC peer-switch
configuration is enabled. Please make sure to configure spanning tree "bridge" priority as
per recommended guidelines to make vPC peer-switch operational.

switch(config-vpc-domain)# spanning-tree vlan 1 priority 8192
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#
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ハイブリッド vPC ピアスイッチトポロジの設定
spanning-tree pseudo-informationコマンドを使用して STP VLANベースのロードバランシング条件
を満たすように代表ブリッジ IDを変更した後、ルートブリッジ IDを最高のブリッジプライオリ
ティよりもよい値に変更することにより、ハイブリッド vPCまたは非 vPCピアスイッチトポロ
ジを設定することができます。次に、ピアスイッチをイネーブルにします。

はじめる前に

vPC機能をイネーブルにしていることを確認します。

VPCピア間の非 VPC専用トランクリンクを使用する場合は、STPが VLANをブロックするのを
防ぐために、非 VPC VLANはピアによって異なる疑似ルートプライオリティが必要です。

手順の概要

1. configure terminal
2. spanning-tree pseudo-information
3. vlanvlan-iddesignated prioritypriority
4. vlanvlan-idroot prioritypriority
5. vpc domaindomain-id [shut | no shut]
6. peer-switch
7. exit
8. show spanning-tree summary
9. copy running-config startup-config

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

スパニングツリー疑似情報を設定します。spanning-tree pseudo-information

例：
switch(config)# spanning-tree
pseudo-information
switch(config-pseudo)#

ステップ 2   

VLANの指定ブリッジプライオリティを設定します。
有効な値は、0～ 61440の範囲内の 4096の倍数です。

vlanvlan-iddesignated prioritypriority

例：
switch(config-pseudo)# vlan 1 designated
priority 8192

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

VLANのルートブリッジプライオリティを設定しま
す。有効な値は、0～ 61440の範囲内の 4096の倍数で
す。

vlanvlan-idroot prioritypriority

例：
switch(config-pseudo)# vlan 1 root
priority 4096

ステップ 4   

設定するvPCドメインの番号を入力し、vpc-domainコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

vpc domaindomain-id [shut | no shut]

例：
switch(config)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)#

ステップ 5   

vPCスイッチペアがレイヤ 2トポロジ内で 1つの STP
ルートとして現れるようにします。

peer-switch

例：
switch(config-vpc-domain)# peer-switch

ステップ 6   

ピアスイッチ vPCトポロジをディセーブルにするに
は、このコマンドの no形式を使用します。

vpc-domainコンフィギュレーションモードを終了しま
す。

exit

例：
switch(config-vpc-domain)# exit
switch#

ステップ 7   

（任意）スパニングツリーポートの状態の概要を表示

します。これに、vPCピアスイッチも含まれます。
show spanning-tree summary

例：
switch# show spanning-tree summary

ステップ 8   

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

copy running-config startup-config

例：
switch# copy running-config startup-config

ステップ 9   

次の例は、ハイブリッド vPCピアスイッチトポロジを設定する方法を示します。
switch# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
switch(config)# spanning-tree pseudo-information
switch(config-pseudo)# vlan 1 designated priority 8192
switch(config-pseudo)# vlan 1 root priority 4096
switch(config-pseudo)# vpc domain 5
switch(config-vpc-domain)# peer-switch
switch(config-vpc-domain)# exit
switch(config)#

vPC 設定の確認
vPC設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。
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目的コマンド

vPCがイネーブルになっているかどうかを表示
します。

show feature

vPCに関する要約情報を表示します。show vpc brief

すべてのvPCインターフェイス全体で一貫して
いる必要があるパラメータのステータスを表示

します。

show vpc consistency-parameters

vPCの実行コンフィギュレーションの情報を表
示します。

show running-config vpc

設定されているポートチャネルの数、およびデ

バイス上でまだ使用可能なポートチャネル数を

表示します。

show port-channel capacity

vPCに関する統計情報を表示します。show vpc statistics

ピアキープアライブメッセージに関する情報を

表示します。

show vpc peer-keepalive

ピアステータス、ローカルデバイスのロール、

vPCシステムMACアドレスとシステムプライ
オリティ、およびローカルvPCデバイスのMAC
アドレスとプライオリティを表示します。

show vpc role

vPC のモニタリング
vPC統計情報を表示するには、show vpc statistics コマンドを使用します。

このコマンドは、現在作業している vPCピアデバイスの vPC統計情報しか表示しません。（注）
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vPC の設定例
次の例は、図に示すように、デバイス A上で vPCを設定する方法を示します。

図 17：vPC の設定例

1 vPCおよび LACPをイネーブルにします。
switch# configure terminal
switch(config)# feature vPC
switch(config)# feature lacp

2 （任意）ピアリンクにするインターフェイスの 1つを専用モードに設定します。
switch(config)# interface ethernet 7/1,
ethernet 7/3, ethernet 7/5. ethernet 7/7
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 7/1
switch(config-if)# rate-mode dedicated
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)#

3 （任意）ピアリンクにする2つ目の冗長インターフェイスを専用ポートモードに設定します。
switch(config)# interface ethernet 7/2, ethernet 7/4,
ethernet 7/6. ethernet 7/8
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface ethernet 7/2
switch(config-if)# rate-mode dedicated
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit
switch(config)#
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4 ピアリンクに入れる 2つのインターフェイス（冗長性のために）をアクティブレイヤ 2 LACP
ポートチャネルに設定します。

switch(config)# interface ethernet 7/1-2
switch(config-if)# switchport
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1-50
switch(config-if)# switchport trunk native vlan 20
switch(config-if)# channel-group 20 mode active
switch(config-if)# exit

5 VLANを作成し、イネーブルにします。
switch(config)# vlan 1-50
switch(config-vlan)# no shutdown
switch(config-vlan)# exit

6 vPCピアキープアライブリンク用の独立した VEFを作成し、レイヤ 3インターフェイスをそ
の VRFに追加します。
switch(config)# vrf context pkal
switch(config-vrf)# exit
switch(config)# interface ethernet 8/1
switch(config-if)# vrf member pkal
switch(config-if)# ip address 172.23.145.218/24
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if)# exit

7 vPCドメインを作成し、vPCピアキープアライブリンクを追加します。
switch(config)# vpc domain 1
switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive
destination 172.23.145.217 source 172.23.145.218 vrf pkal
switch(config-vpc-domain)# exit

8 vPCピアリンクを設定します。
switch(config)# interface port-channel 20
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# switchport trunk allowed vlan 1-50
switch(config-if)# vpc peer-link
switch(config-if)# exit
switch(config)#

9 vPCのダウンストリームデバイスへのポートチャネルのインターフェイスを設定します。
switch(config)# interface ethernet 7/9
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# allowed vlan 1-50
switch(config-if)# native vlan 20
switch(config-if)# channel-group 50 mode active
switch(config-if)# exit
switch(config)# interface port-channel 50
switch(config-if)# vpc 50
switch(config-if)# exit
switch(config)#

10 設定を保存します。
switch(config)# copy running-config startup-config

まずポートチャネルを設定する場合は、それがレイヤ 2ポートチャネルであることを確認し
てください。

（注）
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関連資料

関連項目関連項目

システム管理システム管理

ハイアベイラビリティハイアベイラビリティ

リリースノートリリースノート
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